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本
稿
で
扱
う
合
作
社
政
策
と
は
、
日
本
が
満
州
国
に
お
い
て
中
国
農
民
を
対
象
と
し
て
行
な
つ
た
協
同
組
合
政
策
の
こ
と
で
あ
る
。

　
満
州
事
変
後
、
偲
偏
国
家
満
州
国
の
成
立
と
そ
の
統
治
に
乗
り
出
し
た
目
本
は
、
基
本
的
に
は
依
然
と
し
て
伝
統
的
農
村
社
会
の
域
を
出
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

な
い
中
国
社
会
の
現
状
に
直
面
し
た
。
当
時
、
満
州
の
全
人
口
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
は
農
業
従
事
者
で
あ
つ
た
。
満
州
事
変
前
、
満
州
農
民

は
軍
閥
の
圧
政
と
地
主
支
配
に
よ
る
不
当
な
搾
取
、
匪
賊
の
出
没
に
よ
る
治
安
不
良
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。
加
え
て
、
一
九
二
九
年
の
世
界
恐

慌
が
農
村
の
荒
廃
を
決
定
的
に
し
た
。
満
州
事
変
を
境
と
し
て
軍
閥
勢
力
は
一
掃
さ
れ
た
も
の
の
、
満
州
農
民
の
大
半
は
生
存
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態

に
あ
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
本
格
的
農
村
救
済
政
策
と
し
て
着
手
さ
れ
た
の
が
合
作
社
政
策
で
あ
つ
た
。
建
国
か
ら
敗
戦
ま
で

の
間
、
満
州
国
中
央
は
金
融
合
作
社
、
農
事
合
作
社
、
興
農
合
作
社
と
い
う
三
つ
の
合
作
社
政
策
を
遂
行
し
た
。
金
融
合
作
社
は
疲
弊
し
た
農
村

に
農
業
資
金
を
調
達
す
る
た
め
の
信
用
事
業
を
行
な
い
、
農
事
合
作
社
は
流
通
、
配
給
機
構
に
お
け
る
中
間
搾
取
の
是
正
を
始
め
と
し
た
総
合
的

農
村
振
興
事
業
を
そ
の
任
務
と
し
た
。
こ
の
両
者
が
一
九
四
〇
年
以
降
の
強
力
な
経
済
統
制
下
で
統
合
さ
れ
て
で
ぎ
た
の
が
興
農
合
作
社
で
あ

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
農
村
金
融
の
改
善
を
め
ざ
し
た
金
融
合
作
社
政
策
と
、
興
農
合
作
社
政
策
の
中
で
金
融
合
作
社
か
ら
引
き
継
が
れ
た
信

用
事
業
政
策
と
を
と
り
あ
げ
る
。
農
事
合
作
社
に
始
ま
る
農
村
内
の
在
来
の
流
通
、
配
給
機
構
の
改
善
の
試
み
に
関
し
て
は
別
稿
で
発
表
の
予
定

　
　
（
2
）

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
近
年
、
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
満
州
国
研
究
に
お
い
て
、
日
本
の
支
配
と
在
来
の
中
国
農
村
社
会
と
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
大
き
な
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

究
課
題
の
一
つ
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
視
角
の
必
要
性
を
示
唆
し
た
こ
れ
ま
で
の
い
く
つ
か
の
研
究
成
果
に
お
い
て
も
、
在
来
中
国
社
会

の
構
造
や
特
徴
に
対
し
て
充
分
な
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
偲
偏
国
家
満
州
国
の
事
実
上
の
統
治
者
で
あ
る
日
本
と
、
中

国
農
村
社
会
内
の
支
配
者
で
あ
る
中
国
人
地
主
・
富
農
層
と
、
一
般
中
国
農
民
と
の
三
者
の
性
格
と
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
明
確
化
し
た
分
析
を
行



な
う
必
要
が
あ
る
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
右
の
課
題
を
、
満
州
国
が
中
国
農
村
の
救
済
政
策
と
し
て
遂
行
し
た
合
作
社
政
策
を
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り

考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
に
あ
る
。
合
作
社
は
本
来
、
直
接
生
産
者
と
し
て
の
農
民
を
対
象
と
し
た
政
策
で
あ
る
た
め
、
上
述
の
三
者
の
関
係
を
と
ら

え
る
事
例
と
し
て
適
当
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
特
に
一
般
中
国
農
民
に
つ
い
て
は
、
資
料
的
な
制
約
が
大
き
い
が
、
合
作
社
信
用
事
業
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
目
本
側
の
調
査
資
料
と
い
う
限
界
は
あ
る
に
せ
よ
、
政
策
に
対
す
る
農
民
の
対
応
を
推
測
で
き
る
広
範
囲
に
亙
る
詳
細
な
調
査
統

計
が
得
ら
れ
る
た
め
、
一
定
の
分
析
が
可
能
で
あ
る
。
以
下
で
私
は
、
満
州
国
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
金
融
合
作
社
政
策
と
興
農
合
作
社
の
信
用

事
業
政
策
に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
政
策
の
性
格
を
時
間
的
に
追
い
、
さ
ら
に
そ
れ
に
対
す
る
中
国
農
民
の
対
応
を
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

（
1
）
　
マ
イ
ヤ
ー
ス
の
使
用
し
た
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
四
年
の
農
業
人
口
は
全
人
口
の
八
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
り
、
そ
れ
以
後
、
年
ご
と
に
漸
減
し
、
一
九
四
四
年
に
は

　
六
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
　
（
国
”
ヨ
o
昌
昂
】
≦
『
震
P
↓
魯
恥
、
貸
辱
貸
醤
o
き
智
趨
8
醤
o
ミ
ご
b
ミ
巴
o
》
ミ
鳴
§
牒
o
、
ミ
貸
§
“
魯
貸
篭
∋
』
㎏
恥
吋
ー
』
も
軋
辞
ロ
昌
℃
ロ
乞
一
鴇
①
α

　α

0
9
R
巴
島
ω
器
旨
帥
二
〇
P
q
巳
く
．
o
h
毛
器
繧
旨
讐
o
P
一
〇
〇
㊤
｝
P
一
お
）

（
2
）
　
拙
稿
「
満
州
国
に
お
け
る
合
作
社
政
策
の
展
開
－
農
事
合
作
社
、
興
農
合
作
社
に
お
け
る
流
通
、
配
給
機
構
の
改
善
の
試
み
に
つ
い
て
」
　
（
『
ア
ジ
ア
経
済
』
、
一
九
八
二
年

　
度
中
に
掲
載
予
定
）
。

（
3
）
　
最
近
の
満
州
関
係
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
金
子
文
夫
「
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
『
満
州
』
研
究
の
状
況
①
、
q
D
」
（
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
二
〇
巻
第
三
号
、
第
二
号
、

　
㎝
九
七
九
年
三
月
、
二
月
）
で
詳
細
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
後
、
『
歴
史
評
論
』
第
三
七
七
号
〈
特
集
・
満
州
事
変
50
年
〉
、
一
九
八
一
年
九
月
、
が
出
さ
れ
た
。

（
4
）
　
金
子
文
夫
は
右
の
論
稿
の
最
後
で
、
今
後
の
満
州
研
究
の
全
般
的
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
帝
国
主
義
の
満
州
支
醜
と
中
国
人
民
の
民
族
的
抵
抗
と
の
接
点
を
、
末
端
農

　
村
レ
ベ
ル
に
求
め
る
こ
と
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
中
国
社
会
を
考
察
の
対
象
に
入
れ
た
研
究
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
業
績
に
は
、
平
野
健
一
郎
「
満
州
国
協
和
会
の
政
治
的
展
開
ー

　
複
数
民
族
国
家
に
お
け
る
政
治
的
安
定
と
国
家
動
員
1
」
　
（
日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学
『
九
七
こ
ー
「
近
衛
新
体
制
」
の
研
究
ー
』
、
岩
波
書
店
、
『
九
七
三
年
）
、

　
小
林
英
夫
『
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
形
成
と
崩
壊
』
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
五
年
、
小
林
英
夫
「
日
本
の
『
満
州
』
支
配
と
抗
日
運
動
」
　
（
野
沢
豊
・
田
中
正
俊
編
『
講
座
中
国

　
近
現
代
史
』
第
六
巻
〈
抗
日
戦
争
〉
、
東
京
大
学
出
版
会
、
　
｝
九
七
八
年
）
、
岡
部
牧
夫
『
満
州
国
』
、
三
省
堂
、
一
九
七
八
年
、
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
風
間
秀
人
「
日

　
本
帝
国
主
義
下
に
お
け
る
『
満
州
』
土
着
流
通
資
本
の
存
在
形
態
i
『
満
州
国
』
建
国
期
の
『
北
満
』
を
中
心
と
し
て
ー
」
　
（
前
掲
、
『
歴
史
評
論
』
）
が
中
国
社
会
に
お
け
る

　
代
表
的
流
通
資
本
で
あ
つ
た
糧
桟
を
と
ら
え
、
日
本
の
政
策
と
中
国
社
会
と
の
対
立
・
矛
盾
を
論
じ
て
お
り
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
と
関
連
し
て
、
解
放
前
に
行
な
わ
れ
た
農
村
実
態

　
調
査
資
料
を
も
と
に
満
州
農
村
社
会
構
造
の
解
明
を
試
み
た
中
兼
和
津
次
「
旧
満
州
地
域
に
お
け
る
村
落
の
構
造
－
予
備
的
考
察
ー
」
（
『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
二
五
巻
第
三
・
四

　
号
、
一
九
七
九
年
一
月
）
、
中
兼
和
津
次
「
旧
満
州
農
村
の
社
会
・
経
済
構
造
」
　
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
編
『
経
済
研
究
』
第
三
一
巻
第
四
号
、
　
【
九
八
○
年
『
○
月
）
、
な
ど
は

　
　
満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
（
四
五
三
）
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満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応

注
目
に
値
す
る
。

五
〇
　
　
（
四
五
四
）

50

二
、
金
融
合
作
社
政
策
の
変
遷

　
満
州
国
の
金
融
合
作
社
政
策
の
性
格
を
検
討
す
る
際
、
私
は
便
宜
上
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
第
一
期
は
、
一
九

三
一
年
の
満
州
事
変
直
後
か
ら
一
九
三
四
年
九
月
の
金
融
合
作
社
法
の
公
布
ま
で
で
あ
り
、
い
わ
ば
金
融
合
作
社
の
試
験
期
で
あ
る
。
第
二
期

は
、
金
融
合
作
社
法
公
布
か
ら
一
九
三
七
年
前
半
ま
で
で
あ
り
、
金
融
合
作
社
の
普
及
期
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
一
九
四
〇
年
三
月
の
金
融
合
作
社

解
散
ま
で
を
調
整
期
と
す
る
。

ω
試
験
期
（
一
九
三
一
年
二
月
－
一
九
三
四
年
九
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
満
州
事
変
直
後
奉
天
省
に
お
い
て
、
地
方
の
治
安
工
作
と
自
治
工
作
を
指
導
す
る
一
機
関
と
し
て
、
関
東
軍
が
中
心
と
な
り
、
自
治
指
導
部
が

結
成
さ
れ
た
。
自
治
指
導
部
は
、
　
「
善
政
主
義
に
依
拠
し
つ
工
各
県
の
県
政
を
改
善
し
て
完
全
な
る
地
方
自
治
制
度
を
確
立
す
る
」
こ
と
を
任
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
し
て
「
国
家
の
自
治
建
設
運
動
の
展
開
に
当
つ
て
人
民
の
力
を
重
視
」
し
よ
う
と
い
う
理
想
を
掲
げ
た
機
関
で
あ
つ
た
α
こ
う
し
た
理
想
主
義

的
意
気
込
み
の
も
と
に
、
一
九
三
一
年
二
月
の
開
所
と
同
時
に
指
導
部
員
が
各
県
に
入
り
、
事
情
調
査
を
始
め
た
。
事
変
後
の
満
州
農
村
で

は
、
農
村
金
融
は
乱
れ
て
お
り
、
流
通
は
縮
小
し
、
貸
借
に
よ
つ
て
私
的
に
経
済
の
調
整
を
行
な
つ
て
い
た
農
民
は
生
計
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
、
離

村
傾
向
が
増
大
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
農
村
の
状
態
に
直
面
し
、
民
生
の
安
定
の
た
め
に
は
民
食
の
救
済
と
営
業
資
金
の
融
通
が
必
要
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
の
認
識
が
お
こ
り
、
具
体
的
方
法
と
し
て
春
耕
貸
款
の
実
施
と
農
村
金
融
組
合
の
設
立
が
奉
天
省
各
県
の
自
治
指
導
部
か
ら
提
唱
さ
れ
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
ま
で
満
州
農
村
に
お
い
て
金
融
機
関
と
い
え
ば
、
糧
桟
に
代
表
さ
れ
る
土
着
の
商
業
資
本
に
よ
る
高
利
貸
や
、
当
舗
、
銭
舗
、
貸
荘
な
ど
と
呼

ば
れ
る
質
屋
高
利
貸
が
あ
る
だ
け
で
あ
つ
た
。
県
城
に
は
大
都
市
の
銀
行
の
支
店
が
あ
つ
た
が
、
利
用
す
る
の
は
ご
く
一
部
の
上
層
階
級
に
限
ら

れ
、
農
村
の
中
農
以
下
の
民
衆
に
は
資
金
の
融
通
を
受
け
る
道
は
開
か
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。



　
一
九
三
二
年
三
月
、
満
州
国
建
国
宣
言
を
も
つ
て
自
治
指
導
部
は
解
散
と
な
り
、
春
耕
貸
款
と
農
村
金
融
組
合
設
立
案
は
奉
天
省
政
府
に
引
ぎ

継
が
れ
た
。
奉
天
省
で
は
、
奉
天
省
内
に
金
融
組
合
の
設
立
を
計
画
す
る
一
方
、
中
央
政
府
に
特
別
法
の
制
定
を
申
請
し
た
。
こ
こ
で
、
中
央
政

府
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
暫
定
期
間
、
奉
天
省
公
署
（
旧
奉
天
省
政
府
）
が
金
融
組
合
を
設
立
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
同
年
、
奉
天
省
庁
長
会

議
に
お
い
て
藩
陽
県
と
復
県
の
ニ
ヵ
所
に
試
験
的
に
金
融
合
作
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
翌
三
三
年
三
月
に
藩
陽
県
、
五
月
に
は
復
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

で
金
融
合
作
社
が
営
業
を
開
始
し
た
。

　
一
九
三
三
年
は
、
満
州
事
変
後
の
国
政
の
基
礎
的
整
備
や
治
安
回
復
政
策
も
一
段
落
し
、
中
央
の
眼
が
よ
う
や
く
本
格
的
農
村
政
策
に
向
ぎ
始

め
た
時
で
あ
つ
た
。
一
九
三
三
年
三
月
、
満
州
国
建
国
一
年
目
に
出
さ
れ
た
「
満
州
国
経
済
建
設
要
綱
」
は
、
総
合
的
な
国
家
経
済
統
制
の
方
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
う
ち
、
農
業
に
関
し
て
は
、
　
「
我
国
民
経
済
は
農
を
以
て
其
根
幹
と
す
」
と
い
う
認
識
の
も
と
に
増
産
の

方
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
同
時
に
、
農
民
大
衆
の
福
利
増
進
と
生
活
向
上
が
目
標
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
方
策
と
し
て
種
々
の
農
業
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

設
の
整
備
が
提
唱
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
農
村
組
合
制
度
の
設
立
が
最
初
に
掲
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
金
融
の
項
で
は
、
信
用
制
度
の
改
善
と
流
通

経
済
の
円
滑
化
の
た
め
の
具
体
策
と
し
て
、
金
融
組
合
な
ど
の
各
種
庶
民
金
融
機
関
の
整
備
と
助
成
、
取
締
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
が
明
示
さ
れ

（
8
）

た
。　

こ
こ
に
お
い
て
金
融
合
作
社
は
中
央
政
府
の
国
家
的
政
策
の
一
環
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
政
府
は
、
合
作
社
の
指
導
権
を
中
央
に
移

行
さ
せ
、
合
作
社
を
全
満
州
に
普
及
す
る
方
針
を
た
て
た
。
こ
の
措
置
に
ょ
り
、
　
一
九
三
四
年
六
月
ま
で
に
、
奉
天
省
に
八
社
、
吉
林
省
に
二

社
、
黒
龍
江
省
に
一
社
が
増
設
さ
れ
た
。
一
九
三
三
年
一
一
月
に
は
、
奉
天
省
公
署
内
の
金
融
組
合
室
が
奉
天
省
金
融
合
作
総
処
と
な
り
、
省
内

の
合
作
社
業
務
の
指
導
・
監
督
に
当
た
る
こ
と
に
な
つ
た
。
各
省
の
金
融
合
作
総
処
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
省
長
の
監
督
下
に
あ
つ
た
が
、
満
州
国
財

政
部
の
統
括
方
針
に
ょ
り
、
こ
れ
ら
各
総
処
の
連
絡
及
び
指
導
機
関
と
し
て
一
九
三
四
年
八
月
財
政
部
内
に
金
融
合
作
連
合
総
処
（
後
の
金
融
合

作
社
連
合
会
）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
合
作
社
の
監
督
権
は
省
か
ら
中
央
に
移
行
さ
れ
た
が
、
業
務
上
の
監
督
権
は
依
然
と
し
て
省
長
に

　
　
　
満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
（
四
五
五
）
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満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
（
四
五
六
）

あ
つ
た
。
一
方
、
金
融
合
作
社
の
増
設
に
と
も
な
い
、
基
本
法
を
制
定
し
、
国
家
的
事
業
と
し
て
統
一
経
営
を
行
な
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
一
九

三
四
年
九
月
金
融
合
作
社
法
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
に
基
づ
き
そ
れ
以
前
に
設
立
さ
れ
た
一
三
の
合
作
社
は
改
組
さ
れ
、
金
融
合
作
社
は
新
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

満
州
国
の
国
家
機
構
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
お
い
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
試
験
期
に
お
け
る
金
融
合
作
社
の
設
立
と
運
営
は
、
満
州
事
変
後
地
方
工
作
を
指
導
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
自
治
指
導
部
の
工
作
の
一
環
と
し
て
着
手
さ
れ
、
自
治
指
導
部
解
散
後
は
、
奉
天
省
を
中
心
と
し
て
省
レ
ベ
ル
の
地
方
自
治
体
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
、
さ
ら
に
中
央
に
統
合
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
う
過
程
を
と
つ
た
。
こ
れ
は
地
方
自
治
の
整
備
か
ら
中
央
集
権
体
制
へ
の
統
合
と
い
う
満
州
国
全
体

の
政
策
の
も
つ
方
向
性
に
沿
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
金
融
合
作
社
の
性
格
は
、
合
作
社
が
実
験
的
段
階
に
あ
つ

た
た
め
に
、
一
様
で
は
な
い
。
大
ざ
つ
ぽ
に
と
ら
え
る
と
す
れ
ば
、
理
想
主
義
的
地
方
工
作
を
標
榜
す
る
自
治
指
導
部
に
よ
つ
て
提
唱
さ
れ
た
金

融
合
作
社
は
、
そ
の
発
端
に
お
い
て
農
村
内
の
庶
民
金
融
機
関
を
め
ざ
す
協
同
組
合
志
向
を
持
つ
て
い
た
。
し
か
し
、
時
期
を
追
う
に
従
つ
て
、

国
家
的
統
合
方
針
に
則
つ
た
中
央
集
権
志
向
が
優
勢
に
な
つ
て
い
つ
た
。
特
に
、
自
治
指
導
部
が
解
散
し
、
地
方
行
政
機
関
を
経
て
中
央
が
完
全

に
金
融
合
作
社
の
主
導
権
を
と
る
よ
う
に
な
る
一
九
三
四
年
九
月
以
降
、
金
融
合
作
社
は
飛
躍
的
に
中
央
集
権
志
向
の
官
僚
主
義
的
色
彩
を
強
め

て
ゆ
く
の
で
あ
る
◎

②
　
普
及
期
（
一
九
三
四
年
九
月
－
一
九
三
七
年
前
半
）

　
満
州
国
に
お
け
る
金
融
合
作
社
は
、
一
九
三
四
年
九
月
に
公
布
さ
れ
た
金
融
合
作
社
法
に
よ
り
、
　
「
社
員
ノ
経
済
ヲ
発
達
セ
シ
ム
ル
為
其
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

金
融
ヲ
図
ル
ヲ
目
的
ト
ス
ル
社
団
法
人
」
と
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
性
格
は
、
満
州
国
政
府
の
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
合
作
社
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

「
相
互
扶
助
ノ
組
合
精
神
」
を
尊
重
し
、
鼓
吹
し
、
政
府
は
「
無
用
ノ
干
渉
ハ
極
力
加
ヘ
ザ
ル
方
針
」
に
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
実
際
は
完
全
な
中

央
統
制
機
関
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
そ
も
そ
も
金
融
合
作
社
法
は
、
そ
の
立
案
過
程
に
お
い
て
も
つ
ば
ら
朝
鮮
に
お
け
る
金
融
組
合
を
模
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
金
融
組
合
政
策
は
、
極
度
に
官
僚
主
義
的
で
中
央
集
権
的
性
格
を
も
つ
た
も
の
で
あ

52



つ
た
。

　
合
作
社
の
資
金
源
を
み
る
と
へ
社
員
に
よ
る
出
資
金
、
預
り
金
、
政
府
、
銀
行
そ
の
他
に
よ
る
補
助
及
び
貸
出
と
さ
れ
て
い
た
。
政
府
か
ら
は

設
立
初
期
に
合
作
社
に
対
す
る
経
費
補
助
が
あ
り
、
そ
の
後
運
営
資
金
の
一
部
に
無
利
子
基
本
金
の
貸
出
し
が
行
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
満
州
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

央
銀
行
か
ら
金
融
合
作
社
連
合
会
を
通
じ
て
、
各
合
作
社
は
資
金
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
中
央
か
ら
の
手
厚
い
補
助
に
よ

り
合
作
社
は
全
満
州
に
普
及
し
て
ゆ
く
が
、
そ
の
半
面
、
中
央
の
厳
し
い
監
督
統
制
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
法
律
上
で
は
、
金
融
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

作
社
の
監
督
権
は
一
切
満
州
国
財
政
部
大
臣
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
中
央
政
府
と
地
方
行
政
当
局
と
の
摩
擦
を
避
け
る
た
め
、
監
督
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
一
元
化
を
は
か
る
方
針
が
と
ら
れ
、
中
央
の
主
導
権
が
強
め
ら
れ
て
い
た
。

　
金
融
合
作
社
の
中
央
集
権
志
向
は
、
合
作
社
の
管
理
者
構
成
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
つ
た
。
金
融
合
作
社
は
、
通
常
、
社
長
、
理
事
各
一
名
、

監
事
二
名
、
評
議
員
五
名
を
置
き
、
必
要
が
あ
れ
ば
副
理
事
一
名
を
置
い
た
が
、
財
政
部
大
臣
は
理
事
・
副
理
事
の
任
免
権
を
持
ち
、
ま
た
社
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

も
社
員
に
よ
つ
て
選
出
さ
れ
た
後
に
財
政
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
し
か
も
、
合
作
社
の
社
務
に
関
す
る
権
限
は
、
事
実
上

完
全
に
理
事
の
手
に
集
中
さ
れ
て
い
た
。
理
事
は
、
日
系
理
事
主
義
が
と
ら
れ
、
必
ず
日
本
人
を
採
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
日
本
人
が
独

占
す
る
理
事
の
権
限
は
、
金
融
合
作
社
連
合
会
を
通
じ
て
省
総
務
長
な
ど
日
系
官
僚
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
つ
て
一
層
強
め
ら
れ
た
。
理
事
以
外

の
社
長
、
監
事
、
評
議
員
に
は
中
国
人
が
採
用
さ
れ
た
が
、
大
部
分
は
地
方
有
力
者
が
選
出
さ
れ
た
。
特
に
評
議
員
に
は
、
　
「
地
主
・
富
農
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

己
的
集
団
と
し
て
知
ら
れ
た
地
方
農
会
」
の
会
長
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
「
凡
て
の
組
合
に
共
同
し
た
方
針
」
で
あ
つ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
、
合

作
社
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
、
地
主
・
富
農
な
ど
の
農
村
内
の
有
力
者
と
密
着
し
、
利
用
階
層
が
偏
る
原
因
の
一
つ
が
あ
つ
た
。

　
農
村
内
の
上
層
階
層
と
の
密
着
と
い
う
性
格
は
、
金
融
合
作
社
の
業
務
内
容
自
体
か
ら
も
招
来
さ
れ
た
。
も
と
も
と
、
社
員
に
な
る
た
め
に
は

出
資
金
が
要
求
さ
れ
た
。
出
資
一
口
の
金
額
は
五
円
以
上
三
〇
円
以
下
と
な
つ
て
お
り
、
初
回
の
払
込
み
に
は
一
口
十
円
を
出
資
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
（
1
8
）

ら
な
か
つ
た
。
払
込
み
能
力
が
な
く
て
社
員
資
格
を
得
ら
れ
な
い
者
に
対
し
て
は
利
用
の
道
が
ほ
と
ん
ど
開
か
れ
て
お
ら
ず
、
高
利
貸
に
あ
え

　
　
　
満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
（
四
五
七
）
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満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
（
四
五
八
）

ぎ
、
本
来
合
作
社
を
最
も
必
要
と
す
る
は
ず
の
貧
し
い
農
民
ほ
ど
利
用
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
。
合
作
社
法
に
よ
れ
ば
合
作
社
の
主
た

る
業
務
は
、
①
社
員
に
対
す
る
経
済
資
金
の
貸
付
、
②
社
員
か
ら
の
預
金
の
受
入
れ
、
③
社
員
以
外
か
ら
の
預
金
、
積
金
の
受
入
れ
、
④
他
の
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

融
合
作
社
、
銀
行
ま
た
は
金
融
業
者
の
業
務
の
代
理
あ
る
い
は
媒
介
、
と
な
つ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
最
も
重
要
な
業
務
で
あ
る
貸
付
に
関
し
て
、

そ
の
方
法
、
利
率
、
用
途
の
各
面
か
ら
考
察
を
加
え
て
み
ょ
う
。

　
貸
付
に
は
、
短
期
貸
付
と
長
期
貸
付
と
の
二
種
類
が
あ
り
、
短
期
貸
付
の
期
限
は
都
市
で
は
六
ヵ
月
以
内
、
村
落
で
は
一
年
以
上
十
年
以
内
と

定
め
ら
れ
て
い
た
。
短
期
貸
付
に
は
、
①
担
保
貸
付
、
②
保
証
貸
付
、
③
都
市
合
作
社
に
お
け
る
当
座
貸
越
な
ら
び
に
手
形
貸
付
の
三
種
が
あ
つ

（
2
0
）た
。
総
貸
付
中
大
部
分
を
占
め
て
い
た
の
が
短
期
担
保
貸
付
で
あ
り
、
保
証
貸
付
の
比
率
は
低
か
つ
た
。
こ
れ
は
、
金
融
合
作
社
法
制
定
以
来
、

意
識
的
に
短
期
担
保
貸
付
に
力
が
注
が
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
日
系
官
僚
は
、
貸
付
の
際
に
は
極
力
担
保
を
課
し
、
か
つ
極
度
な
貸
付
厳
査
主
義
を

　
　
　
　
　
（
2
1
）

と
つ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
保
証
貸
付
に
関
し
て
は
、
金
融
合
作
社
法
施
行
規
則
に
お
い
て
、
　
「
定
款
二
別
段
ノ
定
ア
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
確
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

ナ
ル
手
形
上
ノ
従
タ
ル
債
務
者
ヲ
立
テ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
社
員
の
信
用
度
を
点
数
化
し
、
そ
れ
に
応
じ
て

貸
付
金
を
決
定
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
他
に
、
社
員
を
中
心
と
す
る
相
互
保
証
団
体
を
通
じ
て
貸
付
を
行
な
う
団
体
保
証
貸
付
が
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
23
）

た
。
相
互
保
証
団
体
は
、
金
融
合
作
社
が
五
人
な
い
し
十
人
の
農
民
を
小
団
体
と
し
て
組
織
し
、
団
体
単
位
で
貸
付
を
受
け
る
も
の
で
あ
つ
た
。

こ
の
団
体
保
証
貸
付
は
、
担
保
力
の
な
い
農
民
が
貸
付
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
方
法
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
が
、
実
際
は

回
収
の
万
全
を
期
す
る
た
め
の
予
防
策
と
し
て
の
性
格
が
色
濃
く
出
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
　
「
貧
農
は
個
人
と
し
て
も
団
体
と
し
て
も
排
斥
さ
れ

　
　
　
（
％
）

る
傾
向
が
強
」
か
つ
た
と
い
う
。
地
主
・
富
農
は
、
面
子
や
個
人
主
義
的
な
生
活
慣
習
か
ら
貧
農
と
同
じ
団
体
を
組
織
す
る
こ
と
を
嫌
が
り
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

た
、
貧
農
部
落
に
お
い
て
は
、
経
済
力
が
な
い
た
め
部
落
単
位
の
保
証
団
体
を
組
織
す
る
こ
と
さ
え
で
ぎ
な
い
と
い
う
事
態
も
起
き
た
。
従
つ

て
、
こ
の
方
法
で
も
担
保
力
の
な
い
中
貧
農
の
合
作
社
利
用
は
事
実
上
困
難
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
貸
付
の
利
率
に
注
目
す
る
と
、
金
融
合
作
社
法
制
定
当
初
の
利
率
は
、
中
国
人
の
間
で
質
屋
に
あ
た
る
当
舗
の
質
貸
利
率
よ
り
は
下
ま
わ

留



　
　
　
　
　
　
　
　
（
篇
）

る
も
の
の
、
　
「
可
成
高
率
」
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
、
農
村
に
お
い
て
金
利
を
あ
ま
り
急
激
に
引
下
げ
る
こ
と
は
か
え
つ
て
高
利
貸
や
投
機
を
誘
発

す
る
と
い
う
合
作
社
推
進
者
の
懸
念
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
地
主
が
自
己
の
土
地
を
担
保
と
し
て
糧
桟
や
雑
貨
舗
等
の
商
人
か
ら
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

を
借
り
入
れ
、
そ
れ
に
さ
ら
に
高
率
の
利
息
を
課
し
て
中
農
以
下
の
小
作
人
に
貸
付
け
る
と
い
う
こ
と
が
普
通
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
従
つ
て
、

低
利
で
貸
付
が
行
な
わ
れ
る
金
融
合
作
社
は
、
地
主
に
と
つ
て
絶
好
の
高
利
貸
資
金
の
供
給
源
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
懸
念
と
と

も
に
、
満
州
国
側
が
高
率
の
貸
付
金
利
で
意
図
し
た
も
の
は
、
貸
付
厳
査
主
義
に
基
づ
く
貸
付
金
の
早
期
回
収
な
ら
び
に
回
収
の
万
全
を
期
す
る

こ
と
で
あ
つ
た
。

　
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
満
州
国
政
府
は
貸
付
金
の
用
途
に
関
し
て
は
比
較
的
無
頓
着
で
あ
つ
た
。
合
作
社
と
し
て
は
貸
付
金
は
農
業
生
産
性
を

高
め
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
元
来
の
方
向
で
あ
る
。
し
か
し
、
使
用
率
が
最
も
高
か
つ
た
の
は
労
賃
と
し
て
小
作
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
高
利
に
あ
え
ぐ
小
農
が
金
融
合
作
社
か
ら
低
利
の
貸
付
を
受
け
、
そ
れ
を
高
利
貸
の
返
済
資
金
と
す
る
と
い
う
使

用
方
法
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
農
村
に
お
け
る
庶
民
金
融
機
関
た
る
べ
き
金
融
合
作
社
の
利
用
が
地
主
・
富
農
に
偏
つ
て
い
る
と
い
う
批
判
は
、
金
融
合
作
社
設
立
の
初
期
か

ら
多
く
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
満
州
国
日
系
官
僚
側
の
意
識
は
、
合
作
社
の
利
用
階
層
が
ど
う
で
あ
れ
、
と
に
か
く
数
を
増
や
せ
ば
よ
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

い
う
も
の
で
あ
つ
た
。
む
し
ろ
組
合
網
を
全
国
的
に
早
急
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
一
県
一
合
作
社
と
い
う
大
区
域
主
義
で
設
立
を
進
め
、
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

的
に
地
主
・
富
農
の
拉
致
に
主
力
を
注
い
だ
傾
向
す
ら
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
こ
の
時
期
の
満
州
国
の
金
融
合
作
社
の
実
態
が
、
自
助
の
精
神
を
基
調
と
す
る
協
同
組
合
の
理
想
と
は
か
け
離
れ
た
中
央
集
権

的
で
官
僚
主
義
的
な
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
、
ま
た
、
地
主
・
富
農
層
と
密
着
し
、
農
村
の
庶
民
金
融
機
関
と
し
て
の
性
格
を
全
く
喪
失
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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州
国
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農
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金
融
政
策
と
中
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応

五
五
　
　
（
四
五
九
）



　
　
　
満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
（
四
六
〇
）

⑥
　
調
整
期
（
一
九
三
七
年
後
半
ー
一
九
四
〇
年
三
月
）

　
金
融
合
作
社
に
業
務
方
針
の
転
換
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
の
は
、
一
九
三
七
年
に
入
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
農
村
経
済
救
済
の
た
め
の
庶
民
金
融

機
関
で
あ
る
は
ず
の
金
融
合
作
社
が
思
う
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
非
難
は
、
合
作
社
設
立
当
時
か
ら
な
さ
れ
て

い
た
。
特
に
、
金
融
の
み
な
ら
ず
、
農
事
指
導
、
購
買
、
販
売
事
業
を
も
含
め
た
総
合
的
な
農
村
対
策
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
農
村
経
済
改
善
の
解

決
策
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
多
方
面
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
満
州
国
で
は
、
一
九
三
六
年
八
月
に
「
第
二
期
経
済
建
設
要
綱
」
が
出
さ
れ
、

翌
三
七
年
一
月
に
「
満
州
産
業
開
発
五
箇
年
計
画
綱
要
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
も
と
で
、
軍
需
作
物
の
充
足
を
始
め
と
す
る
増
産
に
農
業
政
策

の
重
点
が
お
か
れ
る
こ
と
と
加
り
、
そ
の
実
施
機
関
と
し
て
農
事
合
作
社
（
農
業
協
同
組
合
）
の
設
立
が
計
画
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
金
融
合
作
社
は

そ
の
存
在
価
値
そ
の
も
の
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
・

　
業
務
方
針
転
換
の
現
わ
れ
の
ひ
と
つ
は
、
保
証
貸
付
の
拡
大
の
動
き
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
二
月
下
旬
、
財
政
部
が
理
財
司
長
の
名
の
も
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

「
保
証
貸
付
業
務
ノ
拡
大
二
関
ス
ル
件
」
と
し
て
、
今
後
保
証
貸
付
を
で
き
る
限
り
実
行
す
る
よ
う
指
示
を
与
え
た
。
右
の
財
政
部
指
示
に
基
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

き
、
一
九
三
七
年
度
の
全
満
金
融
合
作
社
理
事
会
議
に
お
い
て
、
保
証
貸
付
の
積
極
的
運
営
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
方
針
に
沿
つ
て
一
九
三
七
年

度
か
ら
小
農
貸
款
と
し
て
特
別
保
証
貸
付
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
担
保
力
の
な
い
零
細
農
五
人
で
一
組
の
連
帯
保
証
団
体
を
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

さ
せ
、
こ
れ
に
対
し
て
特
別
に
社
員
資
格
を
附
与
し
、
特
別
社
員
と
し
て
金
融
合
作
社
に
加
入
さ
せ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
貸
付
額
に
は
一
口
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

円
の
限
度
を
も
う
け
、
利
率
は
保
証
貸
付
と
同
率
と
し
た
。
貸
付
は
、
春
か
ら
秋
の
間
に
、
春
耕
・
食
糧
購
入
等
に
要
す
る
資
金
と
し
て
行
な
わ

れ
、
秋
か
ら
旧
正
月
ま
で
の
間
に
回
収
さ
れ
た
。
右
の
方
法
は
、
一
九
三
六
年
中
に
奉
天
省
内
の
七
合
作
社
（
柳
河
、
遼
陽
、
海
城
、
本
漢
、
営
口
、

清
原
、
遼
中
）
で
試
験
的
に
行
な
わ
れ
た
が
、
翌
三
七
年
か
ら
中
央
の
保
証
貸
付
の
推
奨
に
よ
つ
て
さ
ら
に
積
極
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ

（
3
5
）た
。
こ
う
し
て
一
九
三
七
年
以
降
、
貸
付
総
額
中
の
担
保
貸
付
の
割
合
は
漸
次
低
下
し
、
一
九
三
九
年
六
月
末
の
段
階
で
貸
付
総
額
中
の
五
一
パ

ー
セ
ン
ト
に
ま
で
下
が
つ
た
。
一
方
、
特
別
保
証
貸
付
は
一
九
三
九
年
七
月
末
段
階
で
貸
付
総
額
中
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
至
つ
た
。
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第1表　金融合作社担保貸付の

　　　　貸付総額に対する割合（％）

1937年　　6月　76

1937年　12月　82

1938年　　6月　58

1938年　12月　54

1939年　　6月　51

1934年　12月　99

1935年　　6月　98

1935年　12月　98

1936年　　6月　97

1936年　12月　95

『金融合作社七年史』p．161より作成

に
お
け
る
二
つ
の
合
作
社
の
併
立
は
種
々
の
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
農
事
合
作
社
は
、

農
村
経
済
改
善
を
図
る
機
関
で
あ
つ
た
が
、

る
。
両
合
作
社
の
摩
擦
の
緩
和
策
と
し
て
、

て
出
廻
調
節
資
金
と
特
産
物
用
資
金
に
限
る
な
ど
の
諸
方
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

本
的
解
決
策
と
は
な
ら
ず
、
日
中
戦
争
勃
発
後
の
火
急
な
農
産
物
統
制
の
強
化
の
要
請
と
相
侯
つ
て
、

れ
、
こ
こ
に
金
融
合
作
社
は
解
散
し
、

　
（
1
）
　
自
治
指
導
部
に
つ
い
て
は
、
満
州
国
史
編
纂
刊
行
会
編
『
満
州
国
，
史
・

　
（
2
）
　
大
上
末
広
「
満
州
国
合
作
社
運
動
の
黎
明
期
」

　
（
3
）
　
春
耕
貸
款
と
は
、
春
耕
期
の
耕
作
資
金
を
貸
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応

　
保
証
貸
付
業
務
の
拡
大
と
平
行
し
て
、
貸
付
金
利
に
も
改
善
が
見
ら
れ
た
。
一
九
三
七
年
四
月
か
ら
、
従

来
各
社
に
よ
つ
て
異
な
つ
て
い
た
利
率
が
全
満
で
一
律
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
以
後
、
積
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

的
に
利
率
の
低
下
が
叫
ば
れ
、
貸
付
金
利
は
漸
次
低
下
し
て
い
つ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
業
務
内
容
の
一
部
改
善
も
、
元
来
生
産
農
民
を
対
象
と
し
た
庶
民
金
融
機
関
と
し
て

出
発
し
た
は
ず
の
金
融
合
作
社
と
し
て
は
満
足
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
し
か
も
こ
う
し
た
方
向
は
、
一
面

で
は
、
金
融
合
作
社
が
農
村
内
の
協
同
組
合
運
動
の
核
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
単
な
る
金
融
機
関
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

の
み
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
金
融
合
作
社
が
事
業
内
容
を
転
換
し
て
ゆ
く
一
方
、
一
九
三
七
年
七
月

に
は
産
業
開
発
五
力
年
計
画
下
の
農
村
指
導
機
関
と
し
て
農
事
合
作
社
が
設
立
さ
れ
る
。
こ
の
直
後
に
日
中

戦
争
が
勃
発
し
、
満
州
国
は
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
民
心
の
掌
握
と
農
産
物
の
大
増
産
と
い
う
政
策
を
打

ち
出
す
。
こ
こ
で
、
合
作
社
の
国
家
政
策
上
の
意
義
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
農
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
、
販
売
、
購
買
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
総
合
的
に

　
　
　
農
村
金
融
の
面
で
そ
の
業
務
活
動
が
金
融
合
作
社
の
活
動
と
重
な
る
た
め
、
摩
擦
が
生
じ
た
の
で
あ

　
　
　
農
事
合
作
社
の
所
要
資
金
は
一
切
金
融
合
作
社
が
供
給
し
、
農
事
合
作
社
の
金
融
業
務
は
原
則
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
こ
う
し
た
応
急
策
で
は
現
地
の
両
合
作
社
の
対
立
の
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
〇
年
、
四
月
両
合
作
社
は
統
合
さ

　
そ
の
業
務
は
新
た
に
設
立
さ
れ
た
興
農
合
作
社
へ
と
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
論
』
、
財
団
法
人
満
蒙
同
胞
援
護
会
、
一
九
七
〇
年
、
一
五
一
ー
『
六
五
頁
。

　
　
　
　
（
『
大
陸
』
第
四
巻
第
二
一
号
、
一
九
四
｝
年
）
七
二
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
三
年
五
月
に
各
省
春
耕
貸
款
監
理
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
｝
九
三
三
年
と
一
九
三
四
年
に
貸
付
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
（
四
六
一
）
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満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
（
四
六
二
）

　
実
施
さ
れ
た
。
各
県
の
農
会
を
分
会
と
し
、
満
州
中
央
銀
行
が
貸
款
機
関
と
な
つ
た
（
王
薬
雨
「
東
北
農
村
的
春
耕
貸
款
制
度
」
　
〔
千
家
駒
『
中
国
農
村
経
済
論
文
集
』
、
中
華
書

　
局
、
一
九
三
六
年
〕
一
＝
一
九
ー
二
三
〇
頁
）
。

（
4
）
　
農
村
内
の
商
人
に
は
、
糧
桟
、
油
房
、
雑
貨
舗
な
ど
が
あ
つ
た
。
こ
の
う
ち
、
土
着
商
業
資
本
の
代
表
的
な
も
の
と
さ
れ
る
の
が
糧
桟
で
あ
る
。
糧
桟
は
地
方
農
民
の
持
ち
出

　
す
穀
物
を
買
集
め
、
こ
れ
を
輸
出
商
や
油
房
に
売
却
す
る
こ
と
を
主
要
な
機
能
と
し
た
。
商
品
と
し
て
市
場
に
出
廻
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
糧
穀
は
必
ず
一
応
糧
桟
の
手
を
通
ら
ね

　
ば
な
ら
ず
、
農
民
↓
地
方
糧
桟
↓
都
市
糧
桟
↓
輸
出
商
と
い
う
径
路
を
と
つ
て
海
外
市
場
へ
お
く
り
こ
ま
れ
る
の
で
あ
つ
た
。
糧
桟
は
、
農
村
の
特
産
物
の
収
買
や
取
引
を
独
占
す

　
る
一
方
、
こ
う
し
た
配
給
機
能
を
円
滑
に
行
な
う
た
め
に
金
融
機
能
を
も
併
せ
て
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
経
済
調
査
会
『
事
変
後
に
お
け
る
糧
桟
の
変

　
革
』
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
、
一
九
三
六
年
、
三
ー
四
頁
）
。

（
5
）
　
金
融
合
作
社
連
合
会
編
『
金
融
合
作
社
七
年
史
』
　
〔
こ
れ
以
後
『
七
年
史
』
と
略
す
〕
、
金
融
合
作
社
連
合
会
、
一
九
三
七
年
、
四
ー
一
〇
頁
。

（
6
）
　
「
満
州
国
経
済
建
設
要
項
」
〈
一
九
三
三
年
三
月
〉
（
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
経
済
調
査
会
『
満
州
経
済
統
制
方
策
i
立
案
調
査
書
類
第
一
編
第
一
巻
』
、
一
九
三
五
年
）
七

　
頁
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
n
）

（
12
）金
融
組
合
連
合
会
関
係
法
規
』
、

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
18
）

（
1
9
）

（
20
）

（
2
1
）

（
羽
）

同
右
、
九
頁
。

同
右
、
一
〇
1
一
一
頁
。

『
七
年
史
』
、
二
四
ー
二
五
頁
。

満
州
国
財
政
部
理
財
司
銀
行
科
『
金
融
合
作
社
法
及
同
施
行
規
則
』
　
〔
こ
れ
以
後
『
法
及
施
行
規
則
』
と
略
す
〕
、
一
九
三
四
年
、
一
頁
。

満
州
国
国
務
院
総
務
庁
情
報
処
編
『
金
融
合
作
社
二
就
テ
』
　
（
『
満
州
国
大
系
〈
日
文
〉
第
二
八
集
』
、
一
九
三
六
年
）
一
三
頁
。

『
七
年
史
』
、
二
三
頁
。
満
州
国
の
金
融
合
作
社
法
が
朝
鮮
の
金
融
組
合
法
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
　
「
金
融
組
合
関
係
法
規
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
六
年
、
　
『
五
i
三
一
頁
）
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

前
掲
『
金
融
合
作
社
二
就
テ
』
、
五
頁
。

『
法
及
施
行
規
則
』
、
一
二
頁
、
前
掲
『
金
融
合
作
社
二
就
テ
』
、
九
頁
。

同
右
『
金
融
合
作
社
二
就
テ
』
、
一
四
f
一
五
頁
。

『
法
及
施
行
規
則
』
、
五
i
六
頁
。

橘
撲
「
特
産
恐
慌
対
策
と
し
て
の
農
村
協
同
組
合
運
動
㈲
」
　
（
『
満
州
評
論
』
第
七
巻
第
五
号
、
一
九
三
四
年
）
二
八
頁
。

『
法
及
施
行
規
則
』
、
三
頁
、
五
頁
、
　
「
金
融
合
作
社
準
拠
定
款
」
　
（
『
七
年
史
』
附
録
）
二
九
〇
頁
。

『
法
及
施
行
規
則
』
、
一
－
二
頁
、
　
『
七
年
史
』
、
｝
四
六
ー
一
四
七
頁
。

『
七
年
史
』
、
一
四
九
ー
一
五
一
頁
。

同
右
、
｝
六
〇
頁
、
前
掲
『
金
融
合
作
社
二
就
テ
』
、
一
八
1
一
九
頁
。

『
法
及
施
行
規
則
』
、
二
五
頁
。

（
朝
鮮
金
融
組
合
連
合
会
『
朝
鮮
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））））））））た）））））））　　　　　　　　　　　　　　　　、

『
七
年
史
』
、
一
六
一
i
叫
六
四
頁
。

南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
経
済
調
査
会
『
満
州
に
於
け
る
一
農
村
の
金
融
ー
吉
林
省
永
吉
県
農
村
調
査
中
間
報
告
』
、
南
溝
州
鉄
道
株
式
会
社
、
一
九
三
五
年
、
四
九
頁
。

同
右
、
四
九
頁
。

『
七
年
史
』
、
［
八
四
頁
。

南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
経
済
調
査
会
『
満
州
経
済
年
報
二
九
三
三
年
度
版
』
、
改
造
社
、
一
九
三
三
年
、
五
一
頁
。

橘
撲
「
特
産
恐
慌
対
策
と
し
て
の
農
村
協
同
組
合
運
動
因
」
　
（
『
満
州
評
論
』
第
七
巻
第
六
号
、
一
九
三
四
年
）
二
一
ー
ニ
ニ
頁
。

通
常
、
大
区
域
主
義
の
組
合
は
組
合
員
間
の
接
触
が
稀
薄
に
な
り
、
組
合
精
神
が
弛
緩
し
て
、
組
合
が
農
民
と
離
れ
て
地
主
層
の
利
に
追
随
す
る
傾
向
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

県
は
農
民
の
社
会
生
活
単
位
と
し
て
は
大
ぎ
す
ぎ
る
た
め
、
一
県
一
合
作
社
の
大
区
域
主
義
に
は
初
期
の
頃
か
ら
批
判
が
出
て
い
た
。

橘
撲
「
特
産
恐
慌
対
策
と
し
て
の
農
村
協
同
組
合
運
動
㈲
」
、
二
九
頁
。

田
中
武
夫
『
橘
撲
と
佐
藤
大
四
郎
ー
合
作
社
事
件
、
佐
藤
大
四
郎
の
生
涯
』
、
龍
渓
書
舎
、
　
一
九
七
五
年
、
｝
四
五
頁
。

『
七
年
史
』
、
』
六
一
頁
。

同
右
、
　
一
六
四
頁
。

満
州
国
通
信
社
政
経
部
編
『
満
州
経
済
十
年
史
』
、
満
州
国
通
信
社
、
一
九
四
一
年
、
四
六
一
ー
四
六
二
頁
。

『
七
年
史
』
、
一
六
五
頁
。

本
稿
、
三
i
ω
、
第
2
表
「
合
作
社
貸
付
金
利
の
推
移
」
を
参
照
の
こ
と
。

前
掲
『
満
州
経
済
十
年
史
』
、
四
六
二
頁
。

ま

三
、
興
農
合
作
社
の
信
用
事
業

　
金
融
・
農
事
両
合
作
社
を
統
合
し
て
つ
く
ら
れ
た
興
農
合
作
社
は
、
満
州
国
統
制
経
済
下
の
農
業
政
策
の
実
施
機
関
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占

め
る
よ
う
に
な
つ
た
。
新
た
に
出
発
し
た
興
農
合
作
社
は
、
金
融
合
作
社
と
農
事
合
作
社
の
多
く
を
継
承
し
た
。
そ
の
う
ち
こ
こ
で
は
、
金
融
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

作
社
か
ら
引
き
継
が
れ
た
農
村
金
融
政
策
（
信
用
事
業
）
に
関
す
る
こ
と
の
み
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

①
　
政
策
の
内
容

　
興
農
合
作
社
の
設
立
区
域
は
市
、
県
ま
た
は
旗
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
各
県
各
旗
に
一
合
作
社
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
上
に
は
省
単
位
の
興
農

　
　
　
　
満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
（
四
六
三
）
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満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
（
四
六
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

合
作
社
連
合
会
が
置
か
れ
、
連
合
会
は
さ
ら
に
興
農
合
作
社
中
央
会
に
よ
つ
て
統
合
さ
れ
た
。
ま
た
、
合
作
社
の
下
部
機
構
と
し
て
部
落
や
屯
、

そ
の
他
適
当
な
地
域
内
に
社
員
に
よ
る
興
農
会
を
組
織
さ
せ
た
。
興
農
会
は
、
そ
の
会
員
の
相
互
扶
助
を
強
化
し
合
作
社
と
の
連
関
を
緊
密
に
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
合
作
社
の
指
導
育
成
の
も
と
に
必
要
な
共
同
事
業
を
行
な
う
と
さ
れ
た
。
こ
の
興
農
会
と
合
作
社
及
び
興
農
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

相
互
間
の
連
絡
を
緊
密
化
さ
せ
る
た
め
、
街
、
村
ご
と
に
弁
事
処
が
置
か
れ
た
。

　
設
立
当
初
、
興
農
合
作
社
は
次
の
六
事
業
を
実
施
項
目
と
し
て
掲
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
農
事
指
導
、
②
金
融
事
業
、
③
購
買
事
業
（
必
要
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

資
の
共
同
購
買
）
、
④
販
売
事
業
（
生
産
物
の
共
同
販
売
）
、
⑤
利
用
事
業
（
施
設
の
共
同
利
用
）
、
⑥
加
工
事
業
及
び
共
済
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
特
に
重

視
さ
れ
て
い
た
の
が
農
事
指
導
と
金
融
事
業
で
あ
つ
た
。

　
金
融
事
業
に
お
け
る
貸
付
の
根
本
方
針
は
、
　
「
興
農
合
作
社
事
業
運
営
方
針
」
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
興
農
合
作
社
が
生

産
部
門
に
重
点
を
お
く
方
針
を
と
る
た
め
、
貸
付
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
生
産
部
門
に
集
中
さ
せ
、
消
費
ま
た
は
投
機
的
部
門
に
資
金
が
流
れ
る
こ

と
を
避
け
る
、
第
二
に
、
貸
付
は
偏
在
を
防
ぎ
生
産
的
勤
労
農
民
層
を
主
体
と
し
て
、
連
帯
保
証
に
よ
る
普
遍
的
な
小
口
貸
付
を
行
な
い
、
物
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

担
保
に
よ
る
貸
付
は
で
き
る
限
り
抑
制
す
る
、
第
三
に
、
貸
付
金
の
回
転
を
速
や
か
に
す
る
、
以
上
の
点
を
留
意
し
て
政
府
の
方
針
に
沿
つ
た

「
真
ノ
生
産
的
指
導
金
融
」
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
勤
労
農
民
を
中
心
と
し
た
指
導
金
融
が
法
に
お
い
て
明
示
さ
れ
た
こ
と
は

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
法
の
上
で
は
、
金
融
合
作
社
が
各
方
面
か
ら
批
判
さ
れ
た
利
用
が
上
層
階
層
に
偏
る
と
い
う
点
に
改
善
が

試
み
ら
れ
た
。

　
こ
の
方
針
に
則
り
、
た
と
え
ば
社
員
資
格
に
改
善
が
み
ら
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
金
融
合
作
社
に
お
い
て
社
員
に
な
る
た
め
に
は
、
独
立
の
生

活
者
で
あ
り
、
か
つ
、
一
口
以
上
の
出
資
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
つ
た
。
し
か
し
興
農
合
作
社
で
は
、
こ
の
出
資
制
度
が
完
全
に
廃
止
さ
れ
て

お
り
、
当
該
合
作
社
の
設
立
区
域
内
に
「
独
立
ノ
生
計
ヲ
営
ム
農
民
」
及
び
「
事
情
二
依
リ
農
民
二
準
ズ
ル
者
ニ
シ
テ
区
域
内
住
居
ヲ
有
ス
ル
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ノ
又
ハ
区
域
内
ノ
土
地
二
付
権
利
ヲ
有
ス
ル
者
」
が
す
べ
て
社
員
資
格
を
有
す
る
と
さ
れ
た
。
出
資
制
度
の
廃
止
が
下
層
農
民
の
合
作
社
利
用
に
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第2表　合作社貸付金利の推移

短期担保　短期保証　長期担保

日歩5銭7厘
ないし6銭3厘

日歩5銭　　　　年1割5分
ないし5銭5厘　　ないし1割8分

目歩4銭4厘　　年1割2分
ないし5銭2厘　　ないし1割7分

目歩4銭　　　　同　　上

日歩4銭　　　　同　　上

目歩3銭2厘　　同　　上

日歩5銭3厘
ないし6銭
日歩4銭7厘
ないし5銭2厘

日歩4銭1厘
ないし4銭9厘
日歩4銭

日歩3銭8厘
日歩3銭

一律日歩2銭8厘

　　目歩3銭

改　正年次

金融合作社

　1935年2月26日
　以前

　1935年2月27日

1936年6月1日

　1937年4月1日

　1938年3月1日

　1938年5月10日

興農合作社

　1940年7月

　1941年

満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応

『金融合作社七年史』PP．185～186・

大上末広「興農合作社の金融政策批判」P．130より作成

貢
献
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
貸
付
に
お
い
て
は
、
金
融
合
作
社

で
試
み
ら
れ
た
連
帯
保
証
制
に
よ
る
無
担
保
貸
付
が
継
承
さ
れ
そ
の
拡
張
が
図
ら

れ
た
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
定
款
に
お
い
て
、
借
入
の
申
し
込
み
は
興

農
会
が
な
い
場
合
ま
た
は
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
ぎ
興
農
会
ま
た
は
興
農

会
内
の
組
を
通
じ
て
な
す
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
合
作
社
は
貸
付
に
際

し
、
興
農
会
ま
た
は
そ
の
組
の
全
員
の
連
帯
保
証
を
徴
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
興
農
会

が
な
い
場
合
は
該
当
す
る
相
互
連
帯
保
証
団
体
を
結
成
さ
せ
、
同
様
の
処
置
を
と

る
と
い
う
厳
密
な
連
帯
責
任
制
が
採
用
さ
れ
た
。
貸
付
金
額
は
、
無
担
保
貸
付
の

場
合
は
、
社
員
調
書
に
記
載
さ
れ
た
信
用
程
度
と
資
金
の
用
途
を
考
慮
し
て
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

さ
れ
る
。
担
保
貸
付
の
場
合
は
担
保
物
件
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
連
帯
責

任
制
に
よ
り
貸
付
金
の
回
収
に
万
全
を
期
す
る
の
が
興
農
合
作
社
の
姿
勢
で
あ
つ

た
。
次
に
、
貸
付
の
利
率
に
つ
い
て
は
、
金
融
合
作
社
時
代
か
ら
そ
の
低
下
が
試

み
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
〇
年
七
月
に
再
び
大
幅
な
改
定
が
行
な
わ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
貸
付
の
種
類
や
地
方
事
情
に
関
係
な
く
利
率
は
日
歩
二
銭
八
厘
と
な
つ

た
。
翌
一
九
四
一
年
に
こ
れ
は
日
歩
三
銭
に
引
上
げ
ら
れ
る
が
い
ず
れ
に
せ
よ
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

来
の
も
の
よ
り
も
低
率
で
あ
つ
た
。

　
興
農
合
作
社
が
そ
の
設
立
時
に
、
金
融
合
作
社
政
策
に
対
す
る
反
省
に
鑑
み
、

利
用
者
の
拡
大
を
意
図
し
た
改
革
を
行
な
つ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
（
四
六
五
）
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満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
（
四
六
六
）

し
、
現
場
で
は
こ
れ
ら
の
改
善
が
必
ず
し
も
効
果
的
に
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
社
員
資
格
と
し
て
の
「
農
民
」
の
定
義
は
あ
い

ま
い
で
あ
り
、
雇
農
は
独
立
の
生
計
を
営
む
農
民
で
は
な
い
と
し
て
除
外
さ
れ
、
一
方
、
不
在
地
主
は
区
域
内
の
土
地
に
付
権
利
を
持
っ
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
社
員
と
さ
れ
る
と
い
つ
た
こ
と
が
現
実
に
は
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
う
え
、
興
農
合
作
社
に
み
ら
れ
る
「
農
民
普
遍
網
羅
主
義
」
は
、
実

際
に
は
そ
れ
ま
で
の
合
作
社
事
業
の
反
省
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
日
中
戦
争
勃
発
後
の
戦
時
動
員
体
制
の
確
立
を
め
ざ
し
て
や
み
く
も
に
行
な

わ
れ
た
と
い
う
感
が
強
か
つ
た
。
農
民
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
れ
る
と
い
う
名
目
の
も
と
に
、
一
村
落
の
全
員
を
社
員
に
し
て
し
ま
い
、
日
系
官
僚

が
こ
の
指
導
、
工
作
を
行
な
つ
て
ゆ
く
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。
あ
ま
り
に
性
急
な
方
法
が
と
ら
れ
た
た
め
、
担
当
者
が
社
員
数
す
ら
把
握
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

き
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
つ
た
。

②
　
経
済
統
制
下
の
興
衰
合
作
社

　
満
州
国
に
お
け
る
農
業
政
策
は
年
を
経
る
に
従
つ
て
満
州
国
の
政
策
全
体
の
中
で
の
重
要
性
を
増
し
て
い
つ
た
。
産
業
開
発
五
力
年
計
画
第
四

年
度
に
あ
た
る
一
九
四
〇
年
に
は
、
・
五
力
年
計
画
実
行
方
策
に
根
本
的
な
大
転
換
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
満
州
国
の
産
業
開
発
は
、
従

来
の
現
地
調
弁
で
は
な
く
日
本
に
対
す
る
基
礎
資
材
の
供
給
を
第
一
義
と
す
る
と
さ
れ
、
そ
の
方
策
と
し
て
徹
底
的
重
点
主
義
と
年
間
生
産
量
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

増
大
が
掲
げ
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
鉄
鋼
、
石
炭
の
増
産
と
対
日
輸
送
な
ら
び
に
農
産
物
の
確
保
に
重
点
が
お
か
れ
た
。
興
農
合
作
社
が
右
の

要
求
を
体
現
す
る
機
関
と
し
て
期
待
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
勢
い
合
作
社
政
策
の
重
点
は
、
農
村
金
融
を
改
善
し
て
農
民
の
生
活
に

必
要
な
資
金
を
調
達
し
農
村
内
の
生
産
性
を
高
め
よ
う
と
い
う
長
期
的
効
果
を
ね
ら
つ
た
信
用
事
業
部
門
よ
り
も
、
流
通
、
配
給
機
構
に
お
け
る

中
間
搾
取
を
是
正
し
統
制
も
れ
を
防
ご
う
と
す
る
直
接
的
効
果
を
も
つ
た
部
門
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
中
間
搾
取
是
正
策
と
し
て
農
事
合
作
社
の
中
心
的
事
業
で
あ
つ
た
交
易
場
の
経
営
は
、
興
農
合
作
社
発
足
当
初
そ
の
事
業
に
含
ま
れ
な
か
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

が
、
こ
の
直
後
の
一
九
四
〇
年
八
月
に
公
布
さ
れ
た
交
易
場
法
に
よ
り
、
再
び
合
作
社
の
管
轄
下
に
属
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
同
じ
月
、
満
州
国

政
府
は
農
民
の
農
産
物
出
荷
を
促
す
た
め
、
出
荷
奨
励
金
を
交
易
場
で
渡
す
制
度
を
採
用
し
た
。
こ
の
出
荷
奨
励
金
制
度
は
翌
一
九
四
一
年
四
月
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に
、
農
民
と
出
荷
契
約
を
行
な
つ
て
前
金
を
渡
す
先
銭
制
度
に
発
展
し
た
。
そ
の
際
、
合
作
社
は
農
民
と
の
出
荷
契
約
を
行
な
う
役
割
を
担
つ

た
。
す
な
わ
ち
、
興
農
合
作
社
の
最
大
の
任
務
は
、
満
州
国
の
農
産
物
の
確
保
の
た
め
の
集
荷
工
作
の
遂
行
と
な
つ
た
。
組
織
的
に
は
国
家
的
統

制
が
さ
ら
に
強
く
加
え
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
農
村
協
同
組
合
と
し
て
の
性
格
は
完
全
に
失
わ
れ
た
。
戦
局
が
す
す
む
に
つ
れ
、
合
作
社
は
満
州
国
に

お
け
る
国
家
的
統
制
の
末
端
機
関
と
化
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）広

に
よ
れ
ば
、

比
例
を
な
し
て
い
た
と
い
う
（
大
上
末
広
「
興
農
合
作
社
の
金
融
政
策
批
判
一
、

（
1
0
）

（
1

1
V

（
1
2
）

興
農
合
作
社
の
全
体
に
つ
い
て
は
、
私
の
前
掲
論
文
で
扱
う
予
定
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
必
要
最
小
限
の
記
述
に
と
ど
め
る
。

「
興
農
合
作
社
法
」
〈
』
九
四
〇
年
三
月
〉
（
高
田
源
清
『
満
州
及
支
那
の
組
合
制
度
』
、
叢
文
閣
、
『
九
四
『
年
、
附
録
「
関
係
法
令
定
款
業
務
規
程
集
」
）
一
六
頁
。

同
右
、
一
八
頁
。

「
輿
農
合
作
社
運
営
ノ
基
本
方
針
し
　
（
興
農
合
作
社
中
央
会
調
査
課
『
興
農
合
作
社
統
計
年
報
・
康
徳
七
年
度
版
』
、
｝
九
四
二
年
、
附
録
）
三
八
四
ー
三
八
五
頁
。

「
興
農
合
作
社
事
業
運
営
方
針
」
　
（
同
右
）
三
八
六
ー
三
八
九
頁
。

「
興
農
合
作
社
定
款
」
　
（
高
田
源
清
、
前
掲
書
）
三
三
頁
。

同
右
、
三
五
頁
。

大
上
末
広
「
興
農
合
作
社
の
金
融
政
策
批
判
」
　
（
京
都
帝
国
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
東
亜
人
文
学
報
』
第
｝
巻
第
四
号
、
｝
九
四
二
年
）
二
二
〇
頁
。

茂
木
勉
「
合
作
社
農
業
金
融
の
方
法
論
検
討
」
　
（
満
州
評
論
同
人
『
満
州
に
お
け
る
農
業
政
策
の
諸
間
題
』
、
満
州
評
論
社
、
　
一
九
四
二
年
）
一
四
｝
頁
。
さ
ら
に
、
大
上
末

　
　
　
　
純
粋
な
雇
農
は
興
農
合
作
社
の
貸
付
の
将
外
に
お
か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
合
作
社
の
利
用
者
の
土
地
所
有
面
積
あ
る
い
は
経
営
面
積
の
大
小
と
貸
付
金
額
は
正
確
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
1
一
二
八
頁
）
。

武
藤
富
男
『
満
州
国
の
断
面
』
、
近
代
社
、
一
九
五
六
年
、
三
五
－
三
六
頁
、
お
よ
び
、
満
州
国
合
作
社
当
事
者
の
談
話
。

原
朗
「
一
九
三
〇
年
代
の
満
州
経
済
統
制
政
策
」
　
（
満
州
史
研
究
会
編
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
満
州
』
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
二
年
）
一
〇
七
ー
一
〇
九
頁
。

前
掲
『
満
州
経
済
十
年
史
』
、
四
八
一
頁
、
満
州
国
史
編
纂
刊
行
会
編
『
満
州
国
史
・
各
論
』
、
財
団
法
人
満
蒙
同
胞
援
護
会
、
一
九
七
一
年
、
七
九
六
頁
。

四
、
中
国
農
民
の
対
応

　
本
章
で
は
、
金
融
合
作
社
の
政
策
対
象
で
あ
る
一
般
の
中
国
農
民
の
側
に
注
目
し
、

を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
　
満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応

農
村
内
部
で
合
作
社
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
か

六
三
　
　
（
四
六
七
）
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満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
（
四
六
八
）

①
　
農
民
の
負
債
の
性
格

　
中
国
農
民
が
合
作
社
を
ど
の
程
度
利
用
し
て
い
た
か
を
知
る
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
合
作
社
設
立
以
後
中
国
農
民
が
ど
こ
か
ら
負
債
を

行
な
つ
て
い
た
か
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
満
州
国
が
一
九
三
五
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
南
満
を
対
象
と
し
て
行
な
つ
た
実
態
調
査
の
資
料
に
よ

る
と
、
農
家
の
負
債
額
比
率
は
第
3
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
表
は
、
南
満
の
一
〇
県
（
鉄
嶺
、
遼
陽
、
蓋
平
、
法
庫
、
新
民
、
遼
中
、
黒
山
、
盤
山
、

64

鳳
城　 第3表震家負債額比率
、　　　　（1935年度末）　（％）

0．04

0．11

0．09

2．67

0．03

0．06

1．63

春耕貸款
金融合作社

金融組合

農商貸款

義　　倉

救済貸款
煙草耕作組合

55．65農家相互

　0．74

11．43

（12．17）

当　舗

金貸業
（計）

貸
付
業
者

営
　
利
　
的

17．78

　0．84

　0．08

（18．70）

人
舗
桟

　
　
　
　
　
　

　
貨
　
　
　
計

　
　
　
　
　
（

商
雑
糧

1商

人

2．18

0．83

（3．01）

市
　
村

都
　
農

（計）

雑
　
業
　
者

3．02

2．82

職
　
明

無
　
不

100．00計

『農家の負債並に貸借関係篇一

康徳三年度』
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荘
河
）
の
各
県
か
ら
各
々
一
屯
を
選
択
し
調
査
し
た
結
果
の
基
礎
数
字
を
組
合
わ
せ
て
作
成
し
た
統
計
で
あ
り
、
一
九
三
五
年
度
末
に
お

い
て
農
民
が
ど
こ
か
ら
負
債
を
行
な
つ
て
い
た
か
が
割
合
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
金
融
合
作
社
は
全
体
の
○
・
一
一
パ
ー
セ
ン
ト

と
極
め
て
少
な
い
。
し
か
も
、
合
作
社
を
利
用
し
た
の
は
富
農
の
み
で
あ
σ
た
。
一
九
三
五
年
末
に
は
、
調
査
対
象
と
な
つ
た
南
満
各
県
の
い
ず

れ
に
も
金
融
合
作
社
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
各
農
村
で
貸
付
業
務
を
開
始
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
作
社
を
利
用
し
て
い
た
の
は

十
屯
中
わ
ず
か
に
一
屯
で
あ
り
、
そ
れ
も
富
農
が
利
用
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
三
五
年
末
段
階
で
は
、
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

だ
「
農
民
に
合
作
社
利
用
が
あ
ま
り
顧
り
見
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
」
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
次
に
第
4
表
は
、
一
九
四
一
年
に
興

農
合
作
社
が
全
満
に
わ
た
つ
て
行
な
つ
た
農
村
戸
別
概
況
調
査
の
報
告
書
の
借
入
の
部
の
集
計
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
県
レ
ベ
ル
で
集
計
が
な

さ
れ
て
お
り
、
全
満
の
傾
向
が
つ
か
め
る
。
こ
こ
で
、
耕
作
農
戸
と
無
耕
作
農
戸
と
は
経
営
規
模
か
ら
み
た
区
別
で
、
無
耕
作
と
は
無
経
営
の
こ
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満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
（
四
七
〇
）

と
を
表
わ
し
、
雇
農
、
雑
業
、
地
主
、
教
師
な
ど
が
こ
の
範
疇
に
入
る
Q
し
か
し
、
そ
の
大
部
分
は
雇
農
と
考
え
て
よ
い
。
一
九
四
一
年
段
階
の

合
作
社
の
利
用
率
の
全
満
年
均
値
を
み
る
と
、
耕
作
農
戸
が
四
一
・
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
無
耕
作
農
戸
が
二
二
・
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
つ
て
お

り
、
全
体
に
一
九
三
五
年
末
段
階
よ
り
利
用
率
が
高
ま
つ
て
い
る
。
一
一
つ
の
表
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
農
民
が
農
家
相
互
間
で
負
債
を
行
な
う

こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
商
人
か
ら
も
負
債
を
行
な
つ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
金
融
機
関
か
ら
の
負
債
は
比
較
的
少
な
い
。
す

な
わ
ち
、
中
国
農
民
は
負
債
を
行
な
う
場
合
、
合
作
社
を
含
め
た
金
融
機
関
を
利
用
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
村
落
内
の
人
問
関
係
に
基
づ
い
た
伝
統

的
な
方
法
を
と
つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
、
満
州
農
村
に
お
け
る
負
債
の
性
格
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
に
解
放
前
の
中
国
社
会
の
特
徴
と
し
て
、
封
建
的
身
分
関

係
が
社
会
体
制
と
し
て
確
立
し
て
お
ら
ず
地
主
が
商
人
、
高
利
貸
、
官
僚
と
一
体
化
し
、
三
位
一
体
あ
る
い
は
四
位
一
体
と
い
わ
れ
る
社
会
関
係

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
つ
た
。
従
つ
て
、
旧
中
国
社
会
の
経
済
秩
序
は
、
三
位
一
体
を
基
盤
と
す
る
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
極
め
て

不
平
等
な
力
関
係
を
内
包
し
た
社
会
に
お
け
る
個
人
的
な
社
会
関
係
に
よ
つ
て
基
本
的
に
規
制
さ
れ
る
秩
序
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
三

〇
年
代
の
満
州
農
村
に
お
い
て
も
、
貧
富
の
差
は
大
き
く
、
総
じ
て
み
れ
ば
土
地
無
所
有
者
、
零
細
所
有
戸
数
が
全
農
家
の
八
割
に
達
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

た
。
小
作
料
は
高
率
で
あ
り
、
　
「
農
民
の
生
産
力
を
剥
奪
す
る
に
役
立
つ
程
度
」
で
あ
つ
た
と
い
う
◎
そ
の
う
え
、
小
作
人
に
は
附
加
物
や
義
務

労
働
が
課
せ
ら
れ
た
。
短
い
小
作
期
間
と
小
作
契
約
に
関
す
る
諸
慣
行
は
、
小
作
契
約
の
不
安
定
さ
を
意
味
し
、
小
作
人
の
地
位
の
脆
弱
さ
を
物

語
つ
て
い
た
。
雇
農
の
立
場
は
さ
ら
に
不
安
定
で
あ
つ
た
。
地
域
的
に
み
る
と
、
南
満
で
は
小
規
模
な
経
営
の
零
細
農
家
が
農
村
機
構
の
中
心
を

な
し
て
お
り
、
農
家
が
そ
の
余
剰
労
働
力
を
都
市
へ
出
稼
を
出
す
こ
と
で
吸
収
し
て
い
る
場
合
が
多
か
つ
た
。
一
方
、
北
満
に
お
い
て
は
、
小
数

の
大
土
地
所
有
と
多
大
な
零
細
農
家
、
純
雇
農
と
い
う
構
成
を
と
つ
て
お
り
、
人
口
の
定
着
率
は
低
か
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
南
満
、
北
満
い
ず
れ

の
場
合
に
お
い
て
も
、
大
部
分
の
農
家
が
独
立
の
経
営
を
な
す
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

満
州
農
村
に
お
け
る
負
債
の
形
成
は
、
こ
の
よ
う
な
農
村
の
状
況
と
密
接
不
可
分
で
あ
つ
た
。
一
部
の
地
主
・
富
農
層
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
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農
民
の
負
債
は
、
生
活
費
や
冠
婚
葬
祭
の
た
め
の
出
費
に
用
い
ら
れ
、
農
耕
費
と
し
て
生
産
的
な
も
の
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

言
す
れ
ば
、
農
民
の
負
債
は
生
存
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の
で
、
こ
れ
は
農
家
経
済
の
自
立
の
破
綻
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
こ
れ
ら
の
負

債
を
か
か
え
た
農
民
は
、
そ
の
返
済
ど
こ
ろ
か
利
子
も
払
え
な
い
場
合
が
あ
り
、
負
債
が
新
た
な
負
債
を
呼
ぶ
と
い
う
負
債
の
固
定
化
現
象
が
み

　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
農
家
相
互
間
の
貸
借
に
は
、
新
戚
や
知
人
の
間
で
行
な
わ
れ
る
も
の
、
地
主
ー
小
作
間
、
雇
主
ー
雇
人
間
で
行
な
わ
れ
る
も
の
な
ど
が
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
。
こ
れ
ら
の
貸
借
は
、
通
常
、
口
頭
で
契
約
し
、
担
保
も
課
さ
ず
無
利
子
で
あ
る
場
合
が
多
か
つ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
農
家
間
で

相
互
扶
助
的
温
情
的
融
通
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
人
的
信
用
は
、
時
に
は
物
的
担
保
以
上
の
強
制
力
を
持
つ
。
不
信

な
行
為
を
な
し
た
農
民
は
、
農
村
社
会
生
活
に
お
い
て
「
村
八
分
」
に
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
つ
た
。
ま
た
、
無
利
子
で
も
そ
れ
が
労
役
と
し
て
ふ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

替
え
ら
れ
た
り
、
あ
ま
り
に
長
期
的
に
返
済
不
可
能
な
場
合
に
は
、
自
己
の
所
有
地
を
売
つ
た
り
、
　
「
典
」
と
し
て
土
地
の
使
用
権
を
移
譲
す
る

な
ど
の
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
。
土
地
を
持
た
な
い
雇
農
の
場
合
は
、
労
賃
が
返
済
資
金
に
当
て
ら
れ
る
わ
け
で
、
人
的
信
用
に
よ
る
貸
借
は
物
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

担
保
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
貸
借
が
単
な
る
金
銭
的
貸
借
関
係
に
止
ま
ら
ず
、
農
作
物
の
耕
作
サ
イ
ク
ル
に
あ
わ
せ
て
慣
行
化
す
る
こ
と
も
多
か
つ
た
。
た
と
え

ば
、
地
主
－
小
作
間
の
貸
借
関
係
に
は
、
①
小
作
関
係
の
内
容
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
、
②
地
主
が
自
己
の
小
作
人
に
対
し
て
特
に
行
な
う
貸

付
、
③
小
作
料
の
滞
納
の
結
果
を
負
債
と
す
る
も
の
の
お
よ
そ
三
つ
の
形
態
が
あ
つ
た
。
①
は
、
地
主
が
小
作
関
係
の
内
容
と
し
て
、
土
地
以
外

に
房
子
（
家
屋
）
、
菜
園
、
あ
る
い
は
馬
、
農
具
、
種
子
ま
で
も
貸
与
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
窮
乏
化
し
て
作
物
の
種
子
ど
こ
ろ

か
自
ら
の
食
料
の
貯
蓄
さ
え
持
た
な
い
小
作
人
が
、
地
主
か
ら
の
前
貸
り
な
し
で
は
作
付
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
行
な
わ
れ
た
。
②

は
、
主
と
し
て
春
の
小
作
人
の
窮
乏
期
に
貸
与
さ
れ
、
秋
の
収
穫
期
に
回
収
さ
れ
る
。
小
作
人
の
多
く
は
貯
蓄
も
な
い
そ
の
日
暮
し
の
経
営
を
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
7

ん
で
お
り
、
そ
の
家
計
の
破
綻
は
い
わ
ば
定
期
的
な
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば
、
農
地
は
荒
廃
し
、
収
穫
高
は
減
少
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－
し
、
地
主
に
と
つ
て
損
害
と
な
る
た
め
、
地
主
は
通
常
自
家
の
小
作
人
に
対
し
貸
与
を
行
な
つ
た
。
こ
の
場
合
の
担
保
は
収
穫
さ
れ
る
べ
き
農
作

物
で
あ
る
。
③
は
、
①
②
の
場
合
と
は
逆
に
、
地
主
が
小
作
料
の
滞
納
分
を
負
債
と
し
て
残
す
こ
と
で
あ
る
。
以
上
は
、
い
ず
れ
も
無
利
子
で
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

な
わ
れ
て
い
る
が
、
地
主
は
こ
の
よ
う
な
慣
行
化
し
た
貸
借
関
係
を
通
し
て
小
作
人
を
土
地
に
緊
縛
し
、
高
率
の
小
作
料
を
確
保
し
た
。
従
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
、
こ
れ
は
ま
た
農
村
に
お
け
る
高
利
貸
の
一
形
態
と
し
て
「
一
方
の
他
方
に
対
す
る
依
存
、
隷
属
性
を
強
め
て
ゐ
る
結
果
」
を
招
い
た
。
同
様

な
こ
と
が
、
農
民
と
商
人
の
間
の
貸
借
に
も
み
ら
れ
た
。
商
人
の
農
民
に
対
す
る
貸
付
に
は
、
貸
付
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の

と
、
貸
付
自
体
は
目
的
で
は
な
く
、
顧
客
に
融
通
を
与
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
顧
客
を
自
家
に
吸
引
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
二
つ
が
あ
る
。
後
者
に

は
、
方
法
と
し
て
、
掛
売
、
掛
買
、
　
「
批
糧
」
が
あ
る
。
掛
売
、
掛
買
は
、
主
と
し
て
雑
貨
舗
が
農
家
に
対
し
商
品
を
売
る
場
合
、
即
金
で
は
な

く
後
か
ら
支
払
を
受
け
る
方
法
で
、
農
家
は
大
体
秋
の
収
穫
期
後
に
こ
れ
を
支
払
う
。
　
「
批
糧
」
と
は
、
逆
に
農
家
が
行
な
う
先
物
売
り
で
あ

り
、
農
作
物
の
成
育
中
に
糧
桟
や
油
房
と
の
間
に
契
約
を
結
び
、
一
定
の
穀
物
を
一
定
の
期
日
と
場
所
に
納
入
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
金
銭
を
受

　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

け
と
る
も
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
れ
ら
の
方
法
を
通
し
て
農
村
金
融
が
農
作
物
の
販
売
過
程
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
特

に
「
批
糧
」
に
至
つ
て
は
、
　
「
如
何
な
る
条
件
の
下
に
で
あ
ろ
う
と
も
、
現
銀
を
得
ら
れ
な
い
よ
り
も
得
ら
れ
た
方
が
ま
し
で
あ
る
と
い
ふ
様
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

事
情
の
下
に
、
止
む
な
く
為
さ
れ
」
る
た
め
、
　
「
全
く
農
民
の
商
人
に
対
す
る
隷
属
性
を
一
層
強
化
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
満
州
農
民
の
負
債
は
伝
統
的
農
村
社
会
の
性
格
そ
の
も
の
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、
多
く
の
農
民
に
と
つ
て
農
村
社
会
内
の
極
桔
と

な
つ
て
慣
行
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
農
村
外
か
ら
の
闊
入
者
で
あ
る
合
作
社
が
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
の
困
難
性
は
、
根
本
的
に
は
こ
こ
に
あ
つ

た
と
い
え
よ
う
。

②
　
地
域
別
、
階
層
別
に
み
た
農
民
の
対
応

　
こ
こ
で
、
合
作
社
の
信
用
事
業
に
対
す
る
農
民
の
対
応
に
つ
い
て
、
地
域
別
、
階
層
別
に
検
討
す
る
。
第
5
表
は
、
一
九
四
一
年
に
興
農
合
作

社
が
中
心
と
な
つ
て
行
な
つ
た
農
村
概
況
調
査
の
集
計
か
ら
、
南
満
、
中
満
、
北
満
の
各
地
か
ら
任
意
に
一
県
選
び
出
し
、
作
成
し
た
も
の
で
あ

68
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る
。
奉
天
省
蓋
平
県
は
開
拓
年
代
の
古
い
南
満
地
域
の
典
型
と
も
い
う
べ
き
県
で
あ
る
。
奉
天
省
は
当
初
、
金
融
合
作
社
設
立
の
中
心
と
な
つ
た

省
で
、
蓋
平
県
に
も
一
九
三
四
年
に
金
融
合
作
社
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
農
村
で
は
貨
幣
経
済
が
か
な
り
の
程
度
ま
で
浸
透
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
合
作
社
の
利
用
が
他
と
比
べ
て
格
段
に
進
む
原
因
と
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
吉
林
省
長
春
県
で
は
、
一
九
三
五
年
に

金
融
合
作
社
が
開
始
さ
れ
た
。
新
京
特
別
市
と
い
う
大
都
市
の
近
く
で
あ
る
に
し
て
は
、
そ
の
開
始
は
遅
か
つ
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
四
一
年
段

階
の
合
作
社
の
利
用
率
は
、
他
と
比
べ
て
低
い
。
こ
の
地
方
の
農
村
で
は
、
蓋
平
と
は
異
な
り
、
小
作
料
の
物
納
が
相
当
残
つ
て
お
り
、
金
融
・

商
業
資
本
は
新
京
特
別
市
に
集
中
し
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
都
市
と
農
村
の
格
差
が
著
し
い
地
域
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
前
掲
の
第
4
表
に

よ
れ
ば
、
新
京
特
別
市
の
合
作
社
利
用
率
は
全
満
一
高
く
、
こ
れ
と
対
照
的
な
長
春
県
の
合
作
社
利
用
の
遅
れ
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
北
満

浜
江
省
青
岡
県
に
金
融
合
作
社
が
設
立
さ
れ
た
の
は
一
九
三
五
年
で
あ
る
。
青
岡
付
近
で
は
、
北
満
の
中
で
も
比
較
的
早
く
か
ら
合
作
社
政
策
が

注
目
さ
れ
て
お
り
、
合
作
社
政
策
の
遂
行
に
は
有
利
な
気
運
が
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る
。
北
満
で
は
、
合
作
社
の
立
地
条
件
が
極
度
に
悪
い
所
も
あ

り
一
律
に
考
え
ら
れ
な
い
が
、
青
岡
の
場
合
は
立
地
条
件
も
悪
く
な
く
、
ま
た
、
そ
の
農
村
構
成
は
北
満
の
特
徴
を
比
較
的
良
く
出
し
て
い
る
。

　
注
目
す
べ
き
点
は
、
い
ず
れ
の
県
に
お
い
て
も
合
作
社
の
利
用
率
が
農
家
の
経
営
規
模
と
比
例
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
地
域
を
と
わ
ず
上
層
の
農
民
ほ
ど
合
作
社
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
場
合
、
表
の
「
無
経
営
」
の
範
疇
に
は
地
主
が
含
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

れ
て
お
り
、
無
経
営
農
家
の
合
作
社
利
用
の
数
値
に
は
地
主
の
借
入
分
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
入
手
で
き
る
資
料
の
中
で
「
無
経

営
」
の
中
に
地
主
が
入
ら
な
い
屯
が
一
一
県
二
二
屯
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
一
九
屯
ま
で
「
無
経
営
」
の
合
作
社
利
用
が
全
く
な
い
。
そ
し
て
、
利

用
が
あ
つ
た
三
屯
は
い
ず
れ
も
、
雇
農
よ
り
も
雑
業
者
の
数
が
多
い
◎
こ
の
こ
と
は
、
純
粋
の
雇
農
に
は
合
作
社
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
な
か
つ
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
点
を
あ
げ
る
と
、
階
層
格
差
の
激
し
い
青
岡
県
で
は
、
百
昭
以
上
の
土
地
を
経
営
す
る
農
家
が
一
戸

で
千
円
以
上
合
作
社
か
ら
借
入
し
て
お
り
、
逆
に
三
隔
未
満
の
零
細
農
が
全
く
合
作
社
を
利
用
せ
ず
農
家
相
互
の
借
入
に
頼
つ
て
い
る
。
ま
た
、

長
春
県
で
は
、
や
は
り
合
作
社
利
用
と
農
家
経
営
規
模
と
の
対
応
が
顕
著
で
あ
る
が
、
他
の
二
県
に
比
べ
て
地
主
か
ら
の
借
入
が
め
だ
ち
、
経
営
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規
模
の
小
さ
い
農
家
ほ
ど
合
作
社
を
利
用
せ
ず
農
家
相
互
及
び
地
主
か
ら
の
借
入
に
頼
つ
て
い
る
。
そ
し
て
貨
幣
経
済
の
浸
透
の
度
合
が
大
き
い

蓋
平
県
で
は
、
他
県
に
比
し
て
合
作
社
の
利
用
率
が
高
く
、
同
時
に
商
人
か
ら
の
借
入
が
多
い
。
以
上
の
事
実
は
、
合
作
社
政
策
の
結
果
が
在
来

の
農
村
社
会
の
構
造
や
地
域
的
な
特
質
に
あ
る
程
度
左
右
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。

　
下
層
の
農
民
ほ
ど
合
作
社
を
利
用
せ
ず
、
農
家
相
互
間
で
貸
借
を
す
る
と
い
う
傾
向
は
、
一
つ
に
は
先
に
み
た
よ
う
に
当
初
日
本
の
政
策
が
下

層
農
民
に
と
つ
て
利
用
し
に
く
か
つ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
同
時
に
そ
れ
は
、
下
層
の
農
民
ほ
ど
伝
統
的
農
村
内
の
従
来
の
社
会
関
係
や
慣

習
に
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
農
村
外
か
ら
の
政
策
が
農
村
の
末
端
の
農
民
に
浸
透
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
示
し

て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
技
術
的
面
か
ら
い
え
ば
、
農
民
の
ほ
と
ん
ど
は
文
旨
で
あ
る
。
農
民
は
「
慣
習
」
以
上
の
「
手
続
ぎ
」
を
想
燥
以
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

嫌
つ
た
。
ま
た
一
般
に
、
下
層
の
農
民
ほ
ど
自
衛
的
に
な
り
易
く
、
政
治
や
近
代
的
機
構
に
は
無
関
心
で
あ
つ
た
。
搾
取
が
厳
し
く
慢
性
的
不
況

状
況
に
あ
つ
た
満
州
農
村
に
お
い
て
、
農
民
は
生
存
水
準
の
維
持
に
必
死
で
あ
り
、
危
険
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
な
る
べ
く
避
け
る
「
安
全

（
14
）

第
一
」
の
行
動
を
と
る
傾
向
に
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
農
民
は
利
益
が
大
き
く
な
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
損
害
を
被
る
可
能
性
が
少
な
く
な
る
方
を
好

（
15
）む
。
こ
の
点
で
、
満
州
国
実
業
部
臨
時
産
業
調
査
局
の
実
態
調
査
報
告
書
が
、
金
融
合
作
社
が
農
民
に
顧
み
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
　
「
原
始
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

な
自
然
農
村
に
必
然
来
る
べ
き
天
災
と
飢
饅
及
治
安
不
良
等
に
よ
る
生
命
の
危
険
と
家
財
の
散
迭
に
対
し
て
保
護
を
加
え
ら
れ
る
事
の
少
な
か
つ

た
事
は
彼
等
を
し
て
恐
ろ
し
く
自
衛
的
た
ら
し
め
、
．
自
分
の
事
は
自
分
で
や
る
様
に
習
慣
ず
け
ら
れ
、
し
た
が
つ
て
農
村
金
融
の
如
き
も
、
高
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

で
あ
つ
て
も
彼
等
の
間
で
原
始
的
な
形
式
で
融
通
し
合
ふ
事
に
何
等
の
矛
盾
も
不
便
も
感
じ
な
か
つ
た
」
と
分
析
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
庶
民
の
農
村
金
融
機
関
と
し
て
農
村
経
済
の
改
善
と
農
民
の
国
家
的
動
員
を
は
か
つ
た
合
作
社
政
策
は
、
伝
統
的
中
国
農
村
の
末
端
に
ま
で
な

か
な
か
浸
透
し
て
ゆ
か
な
か
つ
た
。
利
用
が
上
層
農
民
に
偏
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
初
協
同
組
合
と
し
て
末
端
農
民
の
生
活
に
着
目
し
た
植
民
地

政
策
と
し
て
は
稀
有
の
政
策
を
掲
げ
た
合
作
社
政
策
が
、
実
は
既
存
社
会
の
有
力
者
を
自
己
の
政
策
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
支
配
を
確
立
し

　
　
　
満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
（
四
七
五
）

71



　
　
　
満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
（
四
七
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

よ
う
と
す
る
典
型
的
植
民
地
政
策
の
性
格
を
も
つ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
満
州
国
政
府
に
と
つ
て
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
合
作
社
政
策
に

ょ
つ
て
満
州
の
村
落
を
偲
偏
国
家
に
急
速
に
統
合
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
の
た
め
、
地
主
・
富
農
ら
農
村
内
の
有
力
者
を
偲
儘
国
家
と
農

民
と
の
仲
介
者
と
み
な
し
て
抱
き
込
む
方
法
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
伝
統
的
中
国
農
村
内
の
社
会
関
係
を
そ
の
ま
ま
か
か
え
込
む
こ

と
に
他
な
ら
な
か
つ
た
。
農
民
の
負
債
が
伝
統
的
農
村
社
会
そ
の
も
の
と
不
可
分
で
あ
る
以
上
、
こ
の
方
法
で
合
作
社
が
所
期
の
効
果
を
あ
げ
得

る
は
ず
は
な
か
つ
た
。
一
方
、
地
主
・
富
農
ら
農
村
内
の
有
力
者
は
偲
儲
国
家
と
の
間
を
調
整
し
つ
つ
、
合
作
社
か
ら
低
利
で
貸
付
を
受
け
、
そ

の
資
金
を
農
民
に
高
利
で
貸
付
け
た
り
、
不
動
産
投
機
に
利
用
し
た
り
し
た
。
満
州
農
村
経
済
救
済
の
た
め
、
満
州
に
お
い
て
最
初
に
し
て
唯
一

の
本
格
的
農
村
政
策
と
し
て
出
発
し
た
合
作
社
政
策
は
、
異
民
族
の
植
民
地
政
策
の
典
型
的
な
過
程
を
た
ど
り
、
か
え
つ
て
中
国
農
村
内
の
力
関

係
の
不
平
等
を
増
大
さ
せ
る
役
目
す
ら
果
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
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（
1
）
満
州
国
実
業
部
臨
時
産
業
調
査
局
『
農
家
の
負
債
並
に
貸
借
関
係
篇
（
南
満
の
部
）
1
康
徳
三
年
度
農
村
実
態
調
査
報
告
書
』
　
〔
こ
れ
以
後
『
貸
借
関
係
・
康
徳
三
年
』
と

　
略
す
〕
、
一
九
三
七
年
、
一
七
四
頁
。

（
2
）
　
五
十
子
巻
三
『
満
州
国
経
済
全
集
・
十
巻
・
農
政
編
』
、
満
州
国
通
信
出
版
部
、
一
九
三
九
年
、
三
四
八
頁
。

（
3
）
　
加
藤
清
「
満
州
の
農
業
金
融
に
関
す
る
．
一
考
察
」
　
（
『
満
鉄
調
査
月
報
』
、
一
九
三
九
年
一
二
月
）
八
九
ー
九
六
頁
。

（
4
）
　
一
九
三
五
年
末
の
南
満
を
中
心
と
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
段
階
の
負
債
全
額
中
、
満
州
事
変
前
か
ら
の
借
入
が
四
九
・
七
一
バ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
三
二
年
以
降
の
借
入
が

　
五
〇
・
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
『
貸
借
関
係
・
康
徳
三
年
』
、
一
三
五
－
ニ
ニ
六
頁
）
、
ま
た
、
一
九
三
四
年
末
の
北
満
を
中
心
と
し
た
調
査
で
は
、
満
州
事
変
前
か
ら
の
借
入
が
三
〇
・

六
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
三
二
年
以
降
の
借
入
が
六
九
二
一
西
パ
ー
セ
ン
ト
（
満
州
国
実
業
部
臨
時
産
業
調
査
局
『
農
家
の
負
債
並
に
貸
借
関
係
篇
ー
康
徳
元
年
度
農
村
実
態
調

　
査
報
告
書
』
　
〔
こ
れ
以
後
『
貸
借
関
係
・
康
徳
元
年
』
と
略
す
〕
、
一
九
三
七
年
、
五
七
－
五
八
頁
）
と
な
つ
て
お
り
、
満
州
事
変
前
か
ら
の
負
債
の
固
定
率
は
相
当
高
率
で
あ
る
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
∬
）

『
貸
借
関
係
・
康
徳
元
年
』
、
六
｝
ー
六
三
頁
。

「
典
」
と
は
、
債
権
担
保
の
た
め
に
債
務
者
所
有
の
土
地
を
債
権
者
が
占
有
使
用
、
収
益
し
、
債
権
の
利
息
と
土
地
使
用
代
償
と
を
相
殺
す
る
一
種
の
担
保
物
権
で
あ
る
。

『
貸
借
関
係
・
康
徳
元
年
』
、
一
五
七
－
一
六
一
頁
、
　
『
貸
借
関
係
・
康
徳
三
年
』
、
二
八
五
－
二
九
〇
頁
。

『
貸
借
関
係
・
康
徳
元
年
』
、
八
六
1
一
〇
三
頁
。

同
右
、
一
〇
二
頁
。

『
貸
借
関
係
・
康
徳
三
年
』
、
一
九
三
i
一
九
四
頁
。
糧
桟
に
と
つ
て
「
批
糧
」
は
「
常
に
莫
大
な
利
益
」
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
つ
た
の
で
積
極
的
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。



農
民
の
側
か
ら
す
る
と
、
こ
の
「
批
糧
」
に
よ
り
「
穀
価
騰
貴
に
よ
る
利
益
の
大
部
分
を
失
つ
て
ゐ
た
許
り
で
な
く
、
最
悪
の
条
件
の
下
に
農
作
物
の
売
渡
を
余
儀
な
く
さ
れ
」
た

　
が
、
他
方
、
夏
の
窮
乏
期
に
お
い
て
資
金
の
融
通
を
受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
た
の
で
あ
る
（
満
州
国
実
業
部
臨
時
産
業
調
査
局
『
販
売
並
に
購
入
事
情
篇
ー
康
徳
元
年
度
農
村
実
態
調

　
査
報
告
書
』
、
一
九
三
七
年
、
三
一
頁
）
。

（
1
1
）
　
同
右
、
『
販
売
並
に
購
入
事
情
篇
』
、
三
四
頁
。

（
1
2
）
　
興
農
合
作
社
中
央
会
調
査
課
『
康
徳
七
年
度
農
村
概
況
調
査
報
告
書
』
、
一
九
四
二
年
、
に
よ
る
。
右
の
報
告
書
の
う
ち
現
在
参
照
で
ぎ
る
も
の
は
全
部
で
九
篇
あ
り
、
七
省

　
一
五
県
（
吉
林
省
長
春
県
、
永
吉
県
、
龍
江
省
白
城
県
、
泰
来
県
、
北
安
省
徳
都
県
、
北
安
県
、
三
江
省
湯
原
県
、
通
河
県
、
浜
江
省
双
城
県
、
珠
河
県
、
肇
東
県
、
青
岡
県
、
奉

　
天
省
海
城
県
、
蓋
平
県
、
熱
河
省
承
徳
県
）
の
屯
レ
ベ
ル
の
調
査
集
計
を
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
満
州
国
実
業
部
臨
時
産
業
調
査
局
『
農
村
社
会
生
活
篇
i
康
徳
元
年
度
農
村
実
態
調
査
報
告
書
』
、
一
九
三
七
年
、
一
九
八
i
二
〇
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
4
）
　
農
村
社
会
に
お
け
る
農
民
の
行
動
原
則
が
「
安
全
第
こ
で
あ
る
こ
と
は
種
々
の
文
献
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
冒
ヨ
霧
ρ
ω
8
罫
↓
ミ
ミ
ミ
ミ

　
肉
ら
§
o
§
矯
◎
、
暮
恥
、
ミ
ζ
ミ
矯
勘
＆
乳
ミ
§
黛
ミ
戚
⇔
さ
笥
無
Q
ミ
恥
き
象
ミ
ぎ
ゑ
畑
迅
詮
∋
Z
o
≦
＝
斜
く
魯
”
且
い
o
且
o
p
属
巴
Φ
q
巳
く
o
お
一
身
　
胃
霧
ω
曽
一
零
9

　
も
戸
富
～
窃
｝
に
よ
つ
た
。

（
1
5
）
　
』
昏
匙
。
℃
℃
●
ミ
～
一
〇〇
．

（
1
6
）
　
『
貸
借
関
係
・
康
徳
三
年
』
、
一
七
四
頁
。

（
1
7
）
　
植
民
地
下
に
お
い
て
、
植
民
す
る
側
が
既
存
社
会
の
有
力
者
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
り
植
民
地
体
制
を
確
立
し
、
有
力
者
は
そ
れ
に
よ
つ
て
カ
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
い
う
パ

　
タ
ー
ン
は
種
々
の
事
例
に
見
ら
れ
る
。
特
に
既
存
社
会
の
変
化
に
注
目
し
て
研
究
し
た
例
で
は
ス
コ
ッ
ト
の
前
掲
書
の
分
析
が
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
は
こ
こ
で
、
植
民
地
下
の
東
南
ア

　
ジ
ア
の
農
民
反
乱
の
原
因
を
農
村
内
の
冨
跨
8
と
o
一
8
馨
の
互
酬
的
関
係
と
そ
の
崩
壊
に
注
目
し
て
分
析
し
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
と
満
州
で
は
農
村
社
会
の
構
造
や
特
徴
が

　
異
な
る
た
め
、
ス
コ
ッ
ト
の
分
析
を
そ
の
ま
ま
満
州
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
農
村
社
会
が
植
民
地
勢
力
と
い
う
農
村
外
の
要
因
に
よ
つ
て
変
化
す
る
と
い
う
発

　
想
と
、
農
民
の
行
動
原
則
に
関
し
て
は
参
照
す
べ
ぎ
も
の
が
あ
偽
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
ス
コ
ッ
ト
の
理
論
に
関
し
て
は
、
冒
日
窃
ρ
曽
o
芦
．
．
↓
ぎ
騨
o
巴
9
9
℃
暮
8
昌
聾

　
Ω
ざ
暮
切
8
号
き
α
ω
0
9
島
O
げ
畢
磯
o
『
菊
畦
包
ω
0
9
ぽ
器
け
｝
巴
斜
、
、
旨
袋
§
ミ
o
、
、
亀
“
醤
の
ミ
ミ
霧
・
e
ミ
8
・
ぎ
・
ト
ご
認
・
℃
ワ
O
～
ω
」
を
も
参
照
の
こ
と
。

五
、
結

語

　
満
州
国
に
お
い
て
日
本
が
行
な
つ
た
金
融
合
作
社
政
策
は
、
荒
廃
し
た
満
州
農
村
経
済
を
た
て
直
す
た
め
に
農
村
金
融
の
便
宜
を
は
か
ろ
う
と

し
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
必
ず
し
も
所
期
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
つ
た
。
金
融
合
作
社
が
そ
の
設
立
後
満
州
国
の
国
家
体
制
確
立
の

要
請
に
呼
応
し
て
中
央
集
権
的
国
家
統
制
的
色
彩
を
強
め
て
い
つ
た
こ
と
、
興
農
合
作
社
が
戦
時
下
の
統
制
経
済
の
遂
行
の
た
め
の
末
端
機
関
と

　
　
　
　
満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
（
四
七
七
）
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満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
（
四
七
八
）

化
し
て
い
つ
た
こ
と
、
合
作
社
の
利
用
は
上
層
の
農
民
に
偏
り
、
低
利
で
貸
付
け
る
金
融
機
関
を
最
も
必
要
と
し
た
貧
農
層
の
利
用
が
少
な
か
つ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
結
果
を
生
み
出
し
た
か
を
い
ま
一
度
ま
と
め
て
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
と
思
う
。
日
本
の
金
融
合
作
社
が
う
ま
く

ゆ
か
な
か
つ
た
理
由
は
、
日
本
の
政
策
内
容
の
ま
ず
さ
と
、
中
国
農
村
内
の
負
債
の
性
格
に
求
め
ら
れ
る
。
も
と
も
と
日
本
の
政
策
内
容
自
体

が
、
政
策
の
最
大
の
対
象
で
あ
る
べ
き
中
農
以
下
の
農
民
に
対
し
て
配
慮
が
た
り
な
か
つ
た
。
た
と
え
ば
、
初
期
の
金
融
合
作
社
に
お
け
る
社
員

資
格
と
し
て
の
出
資
金
や
貸
付
の
際
の
担
保
な
ど
は
、
経
済
力
の
な
い
農
民
が
合
作
社
の
利
用
を
不
可
能
に
す
る
条
件
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
、
こ

れ
ら
の
条
件
が
あ
る
程
度
改
善
さ
れ
て
も
、
満
州
農
村
の
負
債
の
性
格
か
ら
、
合
作
社
が
農
民
の
利
用
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
り
難
か
つ
た
の
で
あ

る
。
満
州
の
農
民
達
は
、
血
縁
や
小
作
関
係
に
も
と
づ
く
伝
統
的
な
方
法
に
よ
つ
て
貸
借
を
行
な
つ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
満
州
農
村
の
社
会
・
経

済
構
造
と
不
可
分
に
形
成
さ
れ
、
慣
行
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
合
作
社
が
下
層
農
民
に
利
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
農
村
内

の
社
会
関
係
そ
の
も
の
を
乗
越
え
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
う
え
、
下
層
の
農
民
ほ
ど
そ
の
行
動
は
極
め
て
自
衛
的
で
あ
り
、
危
険
の
と
も
な

う
改
革
に
は
消
極
的
で
あ
つ
た
。
こ
こ
に
、
農
村
外
か
ら
政
策
を
浸
透
さ
せ
る
根
本
的
難
し
さ
が
あ
つ
た
。

　
満
州
国
に
お
い
て
最
初
の
本
格
的
農
村
政
策
と
し
て
出
発
し
た
合
作
社
に
よ
る
農
村
金
融
政
策
は
、
農
村
社
会
の
末
端
に
ま
で
な
か
な
か
効
果

を
及
ぽ
す
こ
と
が
で
き
ず
に
終
つ
た
。
そ
れ
は
、
満
州
国
に
お
い
て
伝
統
的
中
国
農
村
社
会
を
相
手
ど
つ
た
日
本
の
支
配
の
限
界
を
示
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
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〔
附
記
〕
　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
旧
満
州
国
関
係
者
、
合
作
社
関
係
者
の
多
数
に
お
話
を
う
か
が
つ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
あ
げ
る
。


